
り
、
病
む
こ
と
も
苦
し
み
で
あ
り
、
死
ぬ
こ
と
も
苦
し
み
で
あ
り
、
憎
い
者
た

ち
と
会
う
こ
と
も
苦
し
み
で
あ
り
、
愛
す
る
者
た
ち
と
別
れ
る
こ
と
も
苦
し
み

で
あ
り
、
求
め
て
も
手
に
入
ら
な
い
こ
と
も
苦
し
み
で
あ
り
、
要
す
る
に
執
着

を
起
こ
す
も
と
で
あ
る
身
心

・
環
境
の
す
べ
て
は
苦
し
み
で
あ
る
。
」

こ
れ
は
、
四
聖
諦
の
第

一
、
苦
聖
諦
の
内
容
を
説
明
し
て

い
る
も
の
で
、
生
、

老
、
病
、
死
の
四
苦
に
怨
憎
会
、
愛
別
離
、
求
不
得
、
五
盛
菰
を
加
え
て
八
苦
と
し

て
ま
と
め
ら
れ
、
い
わ
ゆ
る

「
四
苦
八
苦
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ら
の
「
四
苦
八
苦
」
の
う
ち
、
「
生
苦
」
に
つ
い
て
、
『
望
月
仏
教

大
辞
典
』
で
は
、

「
梵
語

ja
tF
d
u
tik
h
a
の
訳
。

巴
梨
語

ja
ti　d
u
k
k
h
a
　

西

蔵
語

sk
y
e
　b
a
t
l
i

　

s
d
u
g
　
b
s
fl
a
1
　

生
時
の
苦
の
意
。
四
苦
の

I
。
八
苦
の

I
。
即

ち
衆
生
の
生
時
に
於
て
受
く
る
所
の
苦
を
云
ふ
。」
と
し
て

『
中
阿
含
』
第
七
・
『
分

別
聖
諦
経
』
、
『
大
毘
婆
沙
論
』
第
七
十
八
の
文
を
引
い
て
、

「
是
れ
衆
生
の
生
時
に

於
て
受
く
る
所
の
苦
悩
を
生
苦
と
名
づ
け
た
る
な
り
。」
と
述
べ
、

更
に

「
喩
伽
師

一
五

畝

　

部

　

俊

　

英

A
研
究
ノ
ー
ト
V

「生

苦
」
を

め

ぐ

っ
て

釈
尊
は
鹿
野
苑
の
初
転
法
輪
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
語

っ
て
い
る
。

「
比
丘
た
ち
よ
、
苦
し
み
に
関
す
る
聖
な
る
真
理

(苦
聖
諦
)
と
は
、
次
の
よ

う
で
あ
る
。
生
ま
れ
る
こ
と
も
苦
し
み
で
あ
り
、
老
い
る
こ
と
も
苦
し
み
で
あ

「
生
苦
」
を
め
ぐ

っ
て

は
じ
め
に

生
苦
ト
イ
フ
{
ム
マ
タ
ヽ
ト
キ
ノ
苦
ナ
リ
。
十
月
ノ
ア
ヒ
ク
三
百
余
日
胎
内

二

シ

ョ

　　　

コ

　

4

　　　　

ク
ヱ
ヂ

}一
タ

　　　　　　　　

シ

ョ

ク

　　　　　

ッ
キ

　　　

コ

処
ジ
テ
五
位
ヲ
ヘ
、

血

肉

ニ

マ
シ

(
リ
テ
諸
苦
ヲ
ウ
ク
。
月
ミ
チ
期
イ
ク
リ

カ
ウ

ヘ

　　　　　　　　　　　　

ミ

テ

ノ
チ
、

(
ジ

メ
テ

ム

マ
R

X
4

4
　
、
頭
ヲ
サ
カ
サ
マ
ニ
ジ
、
身
ヲ
ツ
ヽ
メ
テ

イ
ツ
、

一
切
ノ
骨
節
ツ
ヽ
マ
リ
テ
ノ
フ
タ
コ
ト
ア
ク
(
ス
、
ソ
ノ
苦
痛

ニ
ョ
リ

テ前
生
ノ事
コト
く
ク
ワ
ス
タ。

―
存覚
『顕名妙』―



二
(

る
、
い
わ
ゆ
る
生
苦
に
は
二
種
あ
っ
て
、

一
は
狭
小
な
産
道
を
通
る
ば
あ
い
の
苦
痛

で
あ
り
、
二
は
出
産
後
に
は
じ
め
て
外
物
、
つ
ま
り
外
気
、
助
産
婦
の
手
、
産
湯
、

産
着
な
ど
に
触
れ
る
苦
痛
で
あ
る
。
こ
う
い
う
生
苦
を
な
め
て
生
ま
れ
る
た
め
、
人

は
過
去
に
お
け
る

一
切
の
記
憶
を
忘
却
す
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。」
と
、
出
胎
苦
、
出

胎
後
の
苦
、
記
憶
の
忘
却
を
紹
介
し
て
い
る
の
が
、
注
意
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
わ
れ
わ
れ
に
と

っ
て
、
こ
の

「
生
苦
」
は
日
常
の
意
識
の
中

に
は
受
け
入
れ
て
い
な
い
事
柄
で
あ
る
だ
け
に
、
具
体
的
に
ど
う
い
う
こ
と
か
が
、

も
う

一
つ
は
り
き
り
し
な
い
の
で
あ
る
。

「
生
苦
」
の

「
生
」
が

ja
t1

　

9
4
る
こ
と
は
、

最
初
に
紹
介
し
た
よ
う
な
、
苦

聖
諦
を

「
四
苦
八
苦
」
で
説
明
し
て
い
る
パ
ー
ジ
語
や
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
の
諸
文

献
に
よ
っ
て
確
め
ら
れ
、
そ
れ
を
漢
訳

(中
国
訳
の
こ
と
)
で
は
、
安
世
高
の
訳
と

さ
れ
て
い
る

『転
法
輪
経
』
で
は

「
生

・
気
心
」
と
訳
さ
れ
て
い
て
、

「
生
」
の
字

を
も

っ
て
あ
ら
わ
す
と
い
う
こ
と
は
、
安
世
高
以
後
の
漢
訳
経
典
に
お
い
て
定
着
し

て

い
る
。

パ
ー
リ
語
や
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
の

ja
ti

　

M
、

ぺ
了
口

(生
む
、
生
ま
れ
る
)

を
語
根
と
す
る
語
で
あ
り
、

「存
在
」
と

い
う
意
味
も

あ
る
が
、

「
生
ま
れ
て
く

る

こ
と
」

　

が
中
心
的
な

意
味
で

あ
る
か
ら
、

ja
t
F
d
u
b
k
h
a

　

(
パ
ー
リ
語

で
は

j
a
t
i
　

d
u
k
k
h
a
)
は
、
仏
教
辞
典
に
あ
る
よ
う
に

「
生
時
に
於
て
受
く
る
所
の
苦
」

で
あ
る
の
で
あ
る
が
、
漢
字
の

「
生
」
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

例
え
ば
、
諸
橋

『
大
漢
和
辞
典
』

巻
七
の

「
生
」
の
項
を

見
て

み
る
と
、

「
う

む
」
、
「
う
ま
れ
る
」
に
次
い
で

「
い
ざ
る
」
と
あ
り
、
そ
の

「
い
ざ
る
」
に
つ
い
て

同
朋
学
園
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
九
号

地
論
第
六
十

一
に
は
生
苦
に

五
種
の
相
あ
る
を
説
き
」
と
言

っ
て
、

そ
の
文
を
引

き
、
次
に

「
又
五
王
経
に
は
胎
内
所
受
の
苦
を
説
き
」
と
、

『
仏
説
五
王
経
』
の
以

下
の
よ
う
な
文
を
紹
介
し
て
い
る
。

「何
を
か
生
苦
と
謂
ふ
、
(中
略
)
〔胎
児
は
I
筆
者
注
-
〕
母
腹
中
の
生
蔵
の

下
、
熟
蔵
の
上
に
在
り
。
母

一
杯
の
熱
食
を
瞰
ひ
て
其
の
身
体
に
濯
が
ば
鍍
湯
に

入
る
が
如
く
、母

一
杯
の
冷
水
を
飲
ま
ば
亦
寒
氷
の
体
を
切
る
が
如
し
。母
飽
く

時
は
、
身
体
を
迫
迦
し
て
痛
み
言
ふ
べ
か
ら
ず
、
母
談
ゆ
る
時
は
腹
中
了
了
と

し
て
亦
倒
懸
の
如
く
、苦
を
受
く
る
こ
と
無
量
な
り
。其
の
満
月
に
至
り
て
生
れ

ん
と
欲
す
る
時
、
頭
を
産
門
に
向
く
る
に
劇
き
こ
と
両
石
狭
山
の
如
し
。
生
れ
ん

と
欲
す
る
時
、母
危
み
父
怖
れ
、生
れ
て
草
上
に
堕
つ
る
に
、
身
体
細
軟
な
れ
ば

草
其
の
身
に
触
る
と

此
れ
は
是
れ
苦
な
り
や
不
や
。
諸
人
咸
く
言
は
く
、
此
れ
は
是
れ
大
苦
な
り
」

こ
こ
に
は
、
胎
内
苦
、
出
胎
苦
、
出
胎
後
の
苦
に
よ
り
て

「
生
苦
」
が
示
さ
れ
、

最
後
に

『
大
般
涅
槃
経
』
第
十
二
の

「
生
と
は
出
相
な
り
。
所
謂
五
種
あ
り
、

一
に

は
初
出
、
二
に
は
至
終
、
三
に
は
増
長
、

四
に
は
出
胎
、
五
に
は
種
種
生
な
り
。」

と
い
う
文
を
も

っ
て
、

「
生
」
の
概
念
を
規
定
し
、

「
是
れ
入
胎
よ
り
出
生
に
至
る

を
生
苦
と
な
す
の
説
y
　　見
。
」
と
結
ん
で
い
る
。

仏
教
辞
典
で
は
、
こ
の

『
望
月
仏
教
大
辞
典
』
が
、

「
生
苦
」
に
つ
い
て
比
較
的

詳
し
く
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、他
の
辞
典
、例
え
ば

『
仏
教
語
大
辞
典
』
で
は
、

「
四
苦
の
一
つ
。
託
胎
か
ら
出
生
ま
で
の
苦
よし
心
。」
と
言

っ
て
い
る
だ
け
で
あ
り
、

『
仏
教
医
学
事
典
』
に
お
い
て
、

「
生

・
老

・
病

・
死
と
四
苦
の
初
め
に
あ
げ
ら
れ



「
④
存
活
す
る
。
生
き
て
ゐ
る
。

〔左
氏
、

倍
、

三
十
三
〕
我
人
帰
二其
元
{
面
如

　　

も
、

「
生
苦
」
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。

先
に
発
表
さ
れ
て
い
る

「
生
苦
」
と
い
う
論
文
よ
り
も
、
近
刊
の

『
対
談
集
』
に

よ
っ
て
、
筆
者
が

「
生
苦
」
に
つ
い
て
強
く
関
心
を
呼
び
さ
ま
さ
れ
た
の
は
、
こ
の

『
対
談
集
』
を
読
む
に
先
立

っ
て
、
河
合
隼
雄
博
士
の

「
意
識
に
っ
ぺ
己
」

　

(
『
世

界
』

昭
和
六
十
年
十

一
月
号
所
収
)

と
い
う
論
文
に
眼
を
通
し
て
い
た
か
ら
で
あ

る
Oそ

の
論
文
に
お
い
て
、
河
合
博
士
は

L
S
D

と
い
う
幻
覚
剤
や

「
ホ
ロ
ト
ロ
ピ

ッ
ク

ー
セ
ーフ
ピ
ー
」
と
い
う
集
団
療
法
に
よ

っ
て
得
た
非
日
常
的
な
意
識
変
化
の
過

程
に
あ

っ
て
は

「
庸
彭
批
の
レ
ベ
ル
」
が
見
出
さ
れ
、
そ
れ
は
出
産
時
の
死
ぬ
ほ
ど

の
苦
し
み
を
幻
覚
状
況
の
な
か
で
再
体
験
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
、
ス
タ
ニ
ス
ーフ

フ
ー
グ

ロ
フ
博
士
の
実
験
結
果
を
紹
介
し
て
い
る
。

後
に
詳
し
く
取
り
上
げ
る
が
、
右
の
よ
う
な

「
周
産
期
の
レ
ベ
ル
」
で
の
、
出
産

時
の
苦
し
み
の
再
体
験
は
、

「
生
苦
」
と
大
変
よ
く
似
て
い
る
。
似
て
い
る
と
い
う

以
上
に
、
今
ま
で
日
常
の
意
識
で
は
了
解
す
る
こ
と
の
困
難
で
あ

っ
た

「
生
苦
」
が

リ
ア
リ
テ
ィ
ー
を
も

っ
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
。
そ
こ
に
、
筆
者

が

「
生
苦
」
に
つ
い
て
強
く
関
心
を
呼
び
さ
ま
さ
れ
た
理
由
が
あ
る
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、

「
生
苦
」
に
つ
い
て
、
先
ず
原
博
士
の

「
生
苦
」
と
い
う
論

文
に
焦
点
を
当
て
て
、
仏
教
と
ヒ
ン
ズ
ー
教
文
献
に
お
け
る

「
生
苦
」
の
概
念
を
確

認
し
、
次
に
河
合
博
士
の
紹
介
す
る
グ
ロ
フ
博
士
の

「
周
産
期
の
レ
ベ
ル
」
の
問
題

を

「
生
苦
」
と
対
比
し
、
更
に

「
生
苦
」
を
め
ぐ
る
諸
問
題
に
つ
い
て
論
じ
て
み
た

い

。

一
七

’生
。
○
い
き
な
が
ら
へ
る
。
〔中
庸
〕
生
二乎
今
之
世
{
反
二
古
之
道
　0
○
生
き
な
が

ら
。

〔左
氏
、
昭
、
二
十
九
〕
故
龍
不
二良
心
ご

と
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
が
現
在
も
用

い
て
い
る
よ
う
に
、
漢
字
の

「
生
」
に
は

「
い
き
る
」
の
意
が
あ
る
の
で
あ
る
。

「
生
ま
れ
て
く
る
苦
し
み
」
が
具
体
的
、
経
験
的
に
ど
う
い
う
こ
と
か
分
ら
な
く

な

っ
た
今
日
で
は
、
こ
の

「
生
苦
」
と
い
う
仏
教
語
は
、

『
広
辞
苑
』
が
。

「
〔
仏
〕
四
苦
の

I
。
生
存
0
　皿
・」

と
解
釈
し
て
い
る
よ
う
に
、
漢
字
の

「
生
」
の

「
い
き
る
」
の
意
に
引
き
寄
せ
て
、

「
生
存
の
苦
、
生
き
て
い
る
苦
し
み
」
と
い
う
よ
う
な
理
解
も

一
部
で
は
行
わ
れ
て

い
る
現
状
で
あ
る
。

こ
れ
は

「
生
苦
」
が
、
ど
ん
な
意
味
を
持
つ
の
か
分
ら
な
く
な

っ
た
こ
と
と
同
時

に
、
仏
教
を
常
識
の
範
囲
内
で
合
理
的
に
解
釈
し
よ
う
、
あ
る
い
は
常
識
に
合
わ
な

い
考
え
は
で
き
る
限
り
排
除
し
よ
う
と
い
う
、
現
代
人
の
考
え
方
の
一
つ
の
あ
ら
わ

れ
と
も
見
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
日
常
の
意
識
や
常
識
で
は
把
握
で
き
な
い

「
生
時
に
於
て
受
く
る
所

の
苦
」
で
あ
る

「
生
苦
」
に
つ
い
て
、
仏
教
文
献
だ
け
で
な
く
、
広
く
イ
ン
ド
古
典

の
な
か
に
尋
ね
、
そ
の
概
念
を
明
確
に
し
た
の
は
、
原
実
博
士
で
あ
る
。

原
博
士
は

「
生
苦
」
お
よ
び

6
y
l
　

j
V
i
X
g

　

a
22

　

a
e

　

2
j
zxd
d
ji
g
ls

　

j
3
f
r
X
4

　

S
Xo
ry
9

と
い
う
二
篇
の
論
文
に
よ

っ
て

「
生
苦
」
を
論
じ
、
更
に
最
近
の
刊
行

(昭
和
六
十

一
年
四
月
)
に
な
る

『
仏
教
の
思
想
-
三
枝
充
悳
対
談
集
』

　

(以
下

『
対
談
集
』
と

い
う
)
に
収
め
ら
れ
て
い
る

「
イ
ン
ド
思
想
と
心
四
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
の
対
談
で

「
生
苦
」
を
め
ぐ

っ
て



一
八

一

原
博
士
は

「
生
苦
」
と
い
う
論
文
に
お
い
て
、
冠
頭
に

『
宝
物
集
』
の

「生
苦
」

の
記
述
を
出
し
、
次
に
漢
訳
仏
典
中
よ
り
関
巡
章
句
を
蒐
集
し
、
そ
の
内
容
を
紹
介

し

て

い
る
。

そ
れ
は

『
仏
説
五
天
匹
』
、
『
正
法
念
処
経
』
第
七
1　　艶
、
玄
奘
訳

『
倶
舎
論
』
巻

孔
平

『根
本
説
一
切
有
部
毘
奈
耶
雑
事
』
巻
第
1　　万
`

　

『
大
宝
積
経
』
巻
第
五
十

六

・
「
仏
説
入
胎
蔵
会
」
第
十
四
乙

　6)̀

安
世
高
訳

『
道
心
E
』̀

竺
法
護
訳

『
修

同
朋
学
園
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
九
号

行
道
地
経
』
巻
筧

一。な
ど
に
見
出
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
先
ず

『
五
王
経
』
に
よ
っ
て

「
生
苦
」
に
つ
い
て
、

「
即
ち
受
胎
後
週
日
を
経
る
に
従

っ
て
胎
児
は
薄
酪
の
状
態
よ
り
漸
次
形
を
整

え
、
意
識
を
具
え
る
に
到
り
、
母
の
飲
食
物
や
飢
餓
飽
食
に
影
響
さ
れ
つ
つ
無

量
の
胎
内
苦
を
経
験
し
、
月
満
ち
て
誕
生
す
る
時
は
頭
を
下
に
し
て
狭
隣
な
産

道
を
通
過
し
、
生
れ
出
ず
る
や
繊
細
な
身
体
は
粗
い
柳
の
上
に
ね
か
さ
れ
て
刀

(
9
)

剣
を
履
む
思
い
を
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
」

と
述
べ
、
更
に
い
く
つ
か
の
文
で
こ
れ
を
補
い
、
次
に

『
道
地
経
』
及
び

『
修
行
道

地
経
』
に
よ

っ
て
、

「
こ
れ
ら
道
地
経
類
は
心
身
具
足
し
た
胎
児
が
不
浄
狭
陽
な

胎
内
で
経
験
す

る
苦
、
業
風
に
よ
り
逆
立
の
ま
ま
産
門
に
向
下
す
る
苦
、
繊
細
な
新
生
児
が
経

験
す
る
出
産
時
の
手
荒
な
処
置
等
、
何
れ
も
死
ぬ
程
の
苦
し
み
を
挙
げ
て
い
ゐ
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註

(1
)
Vinaya
(りH∽’版
E
M
jzau
gg4

　

1
X
J
l

　

v
o
L

　

L

　

p
J
1

拙
訳

「
成
道

か
ら
伝
道

へ

(律
蔵

・
大
品

一
~
二
四
)
」
(原
始
仏
典

　

一

　　

『
ブ
″
ダ
の
生
涯
』
所

収
、
講
談
社
、
昭
和
六
十
年
四
月
、
七

一
-
七
二
頁
)
。

(2
)

　

望
月
信
亨

『望
月
仏
教
大
辞
典
』
第
三
巻
、
二
五
七
三
頁
。

(
3

)

　

中
村
元

『仏
教
語
大
辞
典
』

　

(昭
和
五
十
年
二
月
、
第

一
版
)
上
巻
、
七
〇
六
頁
。

(4

)

　

福
永
勝
美

『仏
教
医
学
事
典

　

補

・
ヨ
ー
ガ
』

　

(
昭
和
五
十
五
年
十
二
月
、
雄
山
間

出
版
)
ニ
ニ
ー
頁
。

(5

)

　

『
大
正
蔵
』
二
巻
、
五
〇
三
頁
、
中
段
。

(6
)

　

諸
橋
轍
次

『大
漢
和
辞
典
』
巻
七
、

一
〇
二
七
頁
、
下
段
―

一
〇
二
八
頁
、
上
段
。

(7
)

　

新
村
出

『
広
辞
苑
』

　

(昭
和
四
十
四
年
五
月
、
第
二
版
第

一
刷
、
岩
波
書
店
)

一
〇

八
七
頁
。

(8
)

　

原
実

「
生
苦
」

　

(玉
城
康
四
郎
博
士
還
暦
記
念
論
文
集

『仏
の
研
究
』
所
収
、
六
六

七
-
六
八
三
頁
、
昭
和
五
十
二
年
十

一
月
、
春
秋
社
)。

(
9
)

　

M
in
o
ru

　

H
a
r
4

　

6Q
l

　

y
M
e

　

Q
g

　

X
t
z
e

　

Z
l
g
j
j
tzy
s

　

Z
t
f
r
j
t
i

　

S
f
Q
r
y
9
　

1
n
d
ia
n
is
m
e

　

e
t

　

B
o
u
d
d
h
is
m
e
o

　

P
u
b
l
i
c
a
t
i
o
n
s

　

d
e

　

r
l
n
s
t
i
t
u
t

O
r
ie
n
t
a
l
is
t
e

　

d
e

　

L
o
u
v
a
i
n
o

　

N
o
2
3
J
9
8
0
0

　

p
p
4
4
3
　
1
5
7
0

(
10
)

　

三
枝
充
悳

・
原
実

(対
談
)

　

「
イ
ン
ド
思
想
と
仏
教
」

　

(
『仏
教
の
思
想

　

三
枝
充

悳
対
談
集
』
所
収
、
四
-
七
頁
、
昭
和
六
十

一
年
四
月
、
春
秋
社
)
。

(11
)

　

河
合
年
雄

「
意
識
に
つ
い
て
」

　

(
『
世
界
』

一
九
八
五
年
十

一
月
号
所
収
、
二
六
三

一
二
七
六
頁
、
『
宗
教
と
科
学
の
接
点
』
再
録
、
昭
和
六
十

一
年
五
月
、
岩
波
書
店
)
。

(
12

)

　

昭
和
六
十
年
四
月
二
十
三
日
よ
り
二
十
九
日
ま
で
、
国
立
京
都
国
際
会
議
場
で
開
か

れ
た
第
九
回
ト
ラ
ン
ス
パ
ー
ソ
ナ
ル
国
際
会
議
に
お
け
る
、
ヌ
タ
ニ
ご
フ
フ
ー
グ
ロ
フ

博
士
自
身
に
よ
る

「
意
識
の
研
究
と
人
類
の
生
存
」
と
い
う
題
の
発
表
に
、
こ
の
実
験

結
果
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　

河
合
坦
雄

・
吉
福
伸
逸
共
編

『宇
宙
意
識

へ
の
接
近
』

(昭
和
六
十

一
年
三
月
、
春
秋
社
)
に
そ
の
和
訳
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、

ス
タ
ニ
ご
フ
フ
ー
グ
ロ
フ
ー
ク
リ
ヌ
テ
ィ
ナ
ー
グ
ロ
フ
著
、

山
折
哲
雄
訳

『
魂
の
航
海
術
』

　

(
「
イ
タ
ー
ジ
の
澗
物
誌
」
10
、

一
九
Å
二
部
六
月
、
平
凡
社
y
に

重
一笈
さ
れ
て
い
る
。



そ
れ
に
よ
っ
て
彼
は
前
世
に
始
ま
る

(
一
切
過
去
世
の
)
記
憶
の
因
た
る
1　

在
印
象

(s
a
m
sk
a
r
0

　

9
喪
失
す
る
。
斯
く
個
我

(召
a
留
)
の
み
が
生

苦
を
経
験
す
る
の
で
あ
る
。
』

こ
こ
に
個
我

(召
a
留
)
は
身
体
及
び
感
官

(g
q
?
ぼ
a
j
)
と
区
別

さ
れ
、
意
識

(g
g
~
)
を
有
し
業
の
享
受
者

(r
y
oぼ
「」
た
る
も
の
と
さ
れ

る
。
次
い
で
記
述
は

「無
知
苦
」
(a
jfia
n
a4
ub
k
h
a)
に
進
む
。
生
れ
出
た

新
生
児
は
既
に
自
我
意
識

G
h
a
m
k
a
r
a
)
を
具
え
て
い
る
た
め
、
自
分
が
何

者
で
あ
り
、
如
何
な
る
係
累
を

有
す
る
も
の
か
も

判
ら
ず
、

何
を

為
す
べ
き

か
、
何
を
飲
食
す
べ
き
か
、
何
が
真
で
あ
り
何
が
偽
り
で
あ
る
か
も
判
ら
な
い

で
い
る
。
こ
の
間
に
経
験
す
る
苦
が

「
無
知
苦
」
で
あ
る
と
説
か
れ
る
。

こ
こ
に

「
生
苦
」
と
は
糞
。尿
と
共
在
す
る
胎
内
か
ら
、
肢
節
圧
迫
の
苦
を
経

験
し
つ
つ
産
道
を
通
過
し
、
外
に
出
て
は
外
気
に
触
れ
る
際
の
激
痛
を
指
し
、

産
声
は
こ
の

「
生
苦
」
の
象
徴
と
さ
れ
る
。
既
述
の
道
地
経
類
に
み
え
た

「
忘

宿
行
」

　

「
意
識
転
倒
」
は
こ
こ
で

「
生
苦
」
経
験
の
結
果
た
る
前
世
の
記
憶
喪

失
に
符
合
し
て
ぺ
誕
。」

以
上
の
引
用
に
よ
っ
て
、
ヒ
ン
ヅ
ー
教
諸
典
籍
に
お
け
る

「
生
苦
」

　

(
ヒ

ン
ヅ

ー

教
諸
典
籍
で
は
、

「生
苦
」
は

ja
n
m
a
　d
u
b
k
h
a

で
あ
ら
わ
さ
れ
る
)

の
お
よ
そ

の
概
念
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
論
文
は
更
に
く
わ
し
く
、
先
ほ
ど
紹
介
し
た
、

他
の
ヒ
ン
ヅ
ー
教
諸
文
献
に
よ

っ
て
論
じ
て
い
く
。
そ
れ
ら
の
中
で
、
も
う

一
つ
、

G
g
a
a

　

g
j
g
txf4
j
第
三
-
四
章
の
個
所
を
引
か
せ
て
も
ら
う
。

「
『さ
て
九
ヶ
月
目
に
彼
は
一
切
の
相

({肺
l
j
}
を
知
る
器
官
を
具
え
る

一
九

が
、
こ
の
中
で
こ
の
生
苦
に
よ
る
宿
行
の
忘
却
、
炭
惑
、
迷
慎
、
不
識
の
概
念

は
注
目
に
値
し
、
修
行
道
地
経
の
生
れ
落
ち
た
際
の
外
風
と
の
接
触
も
次
下
に

説
く
梵
文
語
典
籍
に
み
え
る
生
苦
と
の
比
較
に
於
い
て
興
味
が
礼
一一一。
」

と
、
泣
訳
仏
典
に
説
か
れ
る

「
生
苦
」
の
略
述
を
結
び
、
次
に
仏
教
外
の
ヒ
ン
ヅ
ー

教
諸
典
籍
に
お
け
る

「
生
苦
」
文
献
の
紹
介
に
移
る
。

ヒ
ン
ヅ
ー

に
対
す
る
K
auO
inya
の
註
(Pg4
jya
a
tza勤
)s　
y
4
tzzx

　

F
zxt　a
g
a

6
7
1

　

j
ra
xxza

　

F
r
a
9

　

2
134

　

4
g
M

　

P
r
a9

　

3R

　

G
a
rM
a

　

g
M
M
4
j

I
I
I
　

I
V
o

　

A
f
a
7
　7g
g
g
g
e
y
g

　

F
zxt　a
g
g

　

X
」

　

G
g
t　z4
g
g

　

P
zxt　a
t
z
g
　

　

g
x
x
g
t　a

X
tz0
0

　

3
2
　

6
3
4
0
　

F
d
772a

　

F
zxra
g

　

1
1
　

7
　

8
な
ど
で
あ
る
が
、

こ
れ
ら

の
う
ち
、
先
づ
凶
Q后
合
口
旨

の
「生
苦
」
に
つ
い
て
の
所
説
を
、
原
博
士
が
取
り

上
げ
、
解
説
し
て
い
る
個
所
を
引
用
し
て
み
る
。

「個
我

(召
2
留

霊
魂
?
)
は
母
の
胎
内
に
恰
も
破
損
し
た
車
に
身
を
置
く

人
の
如
く
、
自
由
な
空
間
も
な
く
制
約
下
に
疲
労
を
経
験
し
つ
つ
、
出
口
な
き

暗
黒
の
中
に
囚
人
の
如
く

閉
じ
こ
め
ら
れ
て
い
る

(胎
内
苦
)
。
次
い
で
月
満

ち
て
こ
の
世
に
生
れ
出
る
時
、

『個
我
(召
ほ
1
)
は
究
の
堆
積
に
顔
を
沈
め
、
尿
の
雨
に
潅
が
れ
つ
つ
、出

口
の
閉
っ
た
(母
の
)
体
内
で
産
道
(苫
E
)
通
過
の
溢
路
に
い
た
く
痛
め
つ

け
ら
れ
、
骨
、
急
所
、関
節
を
押
し
潰
さ
れ
な
が
ら
泣
き
わ
め
き
つ
つ
生
れ
て

く
る
・
そ
の
後
又
し
て
も
彼
に
は
凡
そ
不
馴
れ
な
外
の
風

lb
a
h
y
a

　

v
a
y
u
)
、

誕
生
旋
E4　
0
a
n
a
n
a
v
a
r
tO

に
触
れ
ら
れ
る
と
激
痛
が
起
る
○
゜゚
゛゚
゜゚
そ
し
て

「生
直

を
葡
ぐ
っ
て



二
〇

姿
勢
で
狭
陰
な
産
道
を
肢
節
の
圧
迫
を
経
験
し
つ
つ
通
過
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
苦
、

更
に
誕
生
の
暁
、
外
気
に
触
れ
、
自
由
意
志
な
き
ま
ま
他
人
の
手
荒
な
処
置
に

自
己
を
委
ね
ね
ば
な
ら
ぬ
苦
で
あ
る
。
同
時
に
こ
の

「
生
苦
」
に
よ
っ
て
個
我

は
前
世
の
記
憶
を
喪
失
し
、
折
角
の
厭
離
輪
廻

・
欣
求
解
脱
も
自
ら
の
蒙
昧
化

に
よ
っ
て
振
り
出
し
に
戻
さ
れ
る
。
細
部
の
異
同
に
も
拘
ら
ず
、
こ
れ
ら
諸
点

は
ヒ
ン
ヅ
ー
教
典
籍
の
述
べ
る
と
こ
ろ
に
共
通
し
て
ぺ
記
。」

と
述
べ
て
い
る
。

以
上
は
、
原
博
士
の
「
生
苦
」
と
い
う
論
文
の
抜
粋
引
用
に
よ
る
紹
介
で
あ
る
が
、

筆
者
が
、
こ
の
論
文
を
読
ん
で
気
づ
い
た
こ
と
を
次
に
述
べ
て
お
き
た
い
。

先
ほ
ど
引
用
し
た
、
F
a
jz4j
d
g
　sM
r
a

　

5
04
0
に
対
す
9　

K
auO
in
ya
の

註
で
は
、

苦

ld
u
ttk
h
a
)
を

三
分
類
し
て
い
る
。

そ
の
第

一
は
数
論
頌
第

一
に

説
か
れ
る
依
内
苦

(a
dh
yatm
ik
a)、
依
外
苦

(欧
ぼ
びぼ
5
’r
)、
依
天
苦

G
idh
idaivik
a5
で
あ
り
、
第
二
は
胎
内
苦

(9
訃
ぼ
‘)、
生
苦

O
an
m
a　)
、

無
知
苦

(と
富
~
‘)
、
老
苦

(t
a
‐)、
死
苦

(ヨ
「々

口
‘」
の
五
苦
、
第
三
は
此

の
世
の
怖

(ih
a
lo
k
a
　
b
h
a
y
a
)
、

来
世
の
怖

rp
a
r
a
lo
k
a
　
b
h
a
y
a
)
、
怨
憎
会
苦

rah
ita4
am
pray
09
)、
愛
別
離
苦
lh
itF
v
ipray
og
ay

求
不
得
苦
a
cch
a　

v
y
a
g
h
a
tO

の
五
苦
で
あ
る
。

こ
の
註
の
分
類
に
よ
れ
ば

「
胎
内
苦
」
と

「
生
苦
」
は
分
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ

る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
、

仏
教
で
は

「
生
苦
、

生
と
は

「
生
き
る
」

で
は
な
く

「
生
ま
れ
る
」
で
あ
る
。
生
ま
れ
る
と
は
母
胎
か
ら
出
産
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
母

胎
に
妊
娠
す
る
初
刹
那

(結
生
)
を
指
七
一心
の
で
あ
り
、
そ
の
識
に
つ
い
て
は
入
胎

同
朋
学
園
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
九
号

に
到
り
、
前
世
を
想
起
し
、
善
悪
業
を
分
別
す
る

(
三
)
。

過
去
幾
千
の
胎
を

み
て

(彼
は
思
う
)
-
私
は
各
種
の
食
物
を
食
し
、
い
ろ
い
ろ
な
乳
房
を
吸
っ

た
。
生
れ
て
は
死
に
又
生
れ
た
。
私
が
周
り
の
人
の
た
め
に
為
し
た
善
悪
業
、

そ
れ
に
よ
っ
て
今
私
は
独
り
焼
か
れ
る

(思
い
で
あ
る
)
。
彼
ら
は

(夫
々
の
)

果
報
を
享
受
し
て

(ど
こ
か
へ
)
行

っ
て
し
ま
っ
た
。
噫
、
私
は
苦
海
に
沈
綸

し
て
対
処
す
る
術
を

知
ら
な
い
。

若
し
胎
よ
り

出
た
暁
に
は
私
は
悪
業
を
滅

し
、
そ
の
結
果
解
説
を
授
け
賜
う

大
自
在
天

(M
a
h
e
g
v
a
r
O

…
…
又
那
羅

延
天

(N
a
r
a
y
a
lJia
j
に
帰
依
し
よ
う
。
…
…

又
数
論

　

(s
g
吋
ぱ
I
)
喩
伽

(Mo回
)を修
めよう。
出胎
の暁には永
遠なる梵を思念
しよう。―

さて彼
が陰門
に到ると
(産道通過時
の)しめ
っけ
(J
はa
1
分

娩
用
器
具
?
)
の
故
に
大
苦
に
悩
ま
さ
れ
、

一
度
び
誕
生
す
る
や
ヴ
ィ
ジ
ュ
ヌ

風

O
a
ig
av
a

　

v
a
y
u
)
に
触
れ
ら
れ
て
そ
の
時

(過
去
幾
千
の
)
生
死
を
忘

(
20
)

れ
、
善
悪
業
を
分
別
す
る
こ
と
が
な
い
。』
」

こ
こ
で
は
、
以
上
の
二
つ
の
文
献
を
引
用
し
た
の
み
で
あ
る
が
、
原
博
士
は
ヒ
ン

ヅ
ー
教
諸
典
籍
を
精
査
し
、
イ
ン
ド
古
典
に
お
け
る

「
生
苦
」
の
概
念
を
詳
細
に
論

じ
、
最
後
に
こ
れ
ら
を
ま
と
め
て
、

「
宝
物
集
に
み
え
る
誕
生
時
の
肉
体
的
苦
痛
を
以

っ
て

「
生
苦
」
と
な
す
概
念

規
定
は
漢
訳
仏
典
に
或
る
程
度
の
類
似
を
見
出
し
、
後
者
は
イ
ン
ド
仏
教
に
連

っ
て
い
る
が
、
同
類
の
思
想
は
ヒ
ン
ヅ
ー
教
諸
典
籍
に
も
見
出
さ
れ
る
。

「
胎

内
苦
」
は
不
浄
の
母
胎
中
に
閉
じ
こ
め
ら
れ
、

自
由
意
志
な
き

ま
ま
母
の
飲

食

・
挙
動
に
影
響
さ
れ
る
苦
、

「
出
胎
苦
」
は
誕
生
風
に
煽
ら
れ
て
、
倒
懸
の



次
に
、
河
合
博
士
の
紹
介
す
る
、
グ

ロ
フ
博
士
の

「
周
産
期
の
レ
ベ
ル
」
の
問
題

を

「
生
苦
」
と
対
比
し
て
み
よ
う
。

一
刹
那
か
ら
の
識
(結
生
識
)、
在
胎
の
識
、
出
胎
後
の
識
を
認
め
て
い
る
の
で
あ
る

‰
よ
出
の
『‰
』
にあ
る
よう
に
「託
胎
から出
生
ま
で
の苦
し
み」
であ

る
。
つ
ま
り
、
仏
教
の

「
生
苦
」
は
、
「
胎
苦

・
生
苦
」
と
い
う
言
い
方
も
見
出
さ
れ

気
心
、
概
し
て
胎
内
苦
、出
胎
苦
、出
胎
後
の
苦
の
全
体
を

一
つ
に
含
め
て
い
る
の
に

対
し
、
K
auO
inya

　

M
、
「
胎
内
苦
」
と

「
生
苦
」
と
を
は
っ
き
り
分
け
て
い
る
の

で
あ
る
か
ら
、

「
生
苦
」
は
出
胎
の
前
後
の
出
胎
苦
の
こ
と
と
な
る
の
で
あ
ろ
う
。

本
稿
に
お
い
て
も
、分
け
て
あ
ら
わ
す
方
が
は
っ
き
り
す
る
場
合
に
は
、胎
内
苦
、

出
胎
苦
、
そ
し
て
出
胎
後
を
切
り
離
し
て
、出
胎
後
の
苦
と
い
う
言
い
方
を
用
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
出
胎
苦
、
あ
る
い
は
出
胎
後
の
苦
に
よ
っ
て
自
分
が
何
者
で
あ
り
、

何
の
た
め
に
生
ま
れ
て
き
た
か
を
す
っ
か
り
忘
れ
て
、
愚
者

(g
)Q)
と
な
っ
て
こ

の
世
に
生
ま
れ
る
と
同
時
に
、
こ
の
世
の
生
を
無
知
か
ら
始
め
な
く
て
は
な
ら
な
い

と
い
う
の
は
、
大
変
興
味
深
い
。

真
宗
的
に
言
え
ば
、
宿
世
に

「
五
戒
を
た
も
て
る
功
力
」
に
よ
っ
て
、
せ
っ
か
く

人
間
に
生
ま
れ
た
の
に
、
何
の
た
め
に
人
間
に
生
ま
れ
て
き
た
か
も
す

っ
か
り
忘
れ

て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

し
か
も

母
胎
の
中
に
あ
る
と
き
は
、

胎
内
苦
に

せ
め
ら
れ

て
、
今
度
人
間
に
生
ま
れ
た
ら
解
脱
を
め
ざ
す
道
に
努
力
し
よ
う
と
自
か
ら
願

っ
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
産
道
通
過
の
苦
し
み
に
よ
っ
て
こ
の
こ
と
さ
え
も
忘
れ
は
て
て

出
胎
す
る
、
或
い
は
出
胎
後
の
激
痛
に
よ

っ
て
忘
れ
て
し
ま
う
と
い
う
。

「
生
苦
」
は
、
人
間
の
出
胎
後
が
無
知
か
ら
始
ま
る
こ
と
、
そ
の
無
知
か
ら
始
ま

る
人
間
に
と
っ
て
苦
か
ら
の
解
脱
の
可
能
性
が
あ
る
の
か
、
な
い
の
か
、
そ
の
他
さ

ま
ざ
ま
な
問
題
を
提
起
す
る
。

「
生
苦
」
を
め
ぐ

っ
て

註

(1

)

　

吉
田
幸

一
・
小
泉
弘
共
編

『宝
物
集
』
九
冊
本

(古
典
文
庫
二
五
八
、
昭
和
四
十
四

年

一
月
)
九
七
頁
。

(2

)

　

『大
正
蔵
』
十
四
巻
、
七
九
六
頁
、
上
段
。

(3
)

　

『大
正
蔵
』
十
七
巻
、
四

一
二
頁
、
下
段
。

(4

)

　

『大
正
蔵
』
二
十
九
巻
、
四
七
頁
、
下
段
1
四
八
頁
、
上
段
。
こ
の
梵
文
の
対
応
個

所
は
、
rP
oP
radh
an
X
d
　o

　

a
n
fj
t　
　s
a
aja
M
Q
y
a

　

l
P
a
t
　

　
1
9
6
7
E

p
　
1
3
0
j
E
6
4
8
0

　

9
の
チ
ベ
7　4
　

S
の
和
訳
は
、

山
口
益

・
舟
橋

一
哉

『倶
舎
論
の

原
典
解
明

　

世
間
品
』
(昭
和
三
十
年
十

一
月
、
法
蔵
館
)
一
四
七
I

一
四
八
頁
参
照
。

(5
)

　

『大
正
蔵
』
一一十
四
巻
二
五
六
頁
、
上
-
中
段
。

(6
)

　

『大
正
蔵
』
十

一
巻
、
三
三
〇
頁
、
下
-
三
三

一
頁
、
上
段
。

(7
)

　

『
大
正
蔵
』
十
五
巻
、
一三
一四
頁
、
下
段
。

(8
)

　

『大
正
蔵
』
十
五
巻
、

一
八
八
頁
、
上
段
。

そ
の
他
の

「
生
苦
」
関
説
個
所
と
し
て
、
原
博
士
は

『
喩
伽
師
地
論
』
巻
第
二
十
八
、

(
『大
正
蔵
』
三
十
巻
、
四
三
五
頁
、
上
段
)。

同
、
巻
第
六
十

一

　

(
『大
正
蔵
』
三

十
巻
、
六
四
二
頁
、
上
段
)
、
『
大
乗
阿
毘
達
磨
雑
集
論
』
巻
第
六

(
『大
正
蔵
』
三
十

一
巻
、
七

一
九
頁
、
下
段
)
を
注
で
あ
げ
て
い
る
。

(9
)

　

原
実

「
生
苦
」

　

(玉
城
康
四
郎
博
士
還
暦
記
念
論
文
集

『仏
の
研
究
』
所
収
)
六
六

八
頁
。

(10
)

　

同
右
、
六
七
〇
頁
。

(
11

)

　

R
o
A
o

　

S
a
s
t
r
」

　

e
d
o

　

P
a
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j
gza
z

　

g
Xra

　

g
fa

　

P
a
i
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a
6
71a
4
y
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X
u
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T
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rivadrum
J
940)　p
　

141J
4
0　
p
O14R

?
岩
‘

ニ

ー



㈲

訟
Q
y
柏
ふ2腕
翻
Q
挺
眠
h!
り
二
り
’
院
ぐ
柵
瑕
挫
十
倚
ミ
「部
既
!2
Q
ニ
トノ」
4J二

(一
)

g̀ヽ
湖
や
く
Q
任
yノ瑶
台
X
y
二
q
Q
御
協
肩
)
Q
い
剔
Qヽ
P
二
裂
疵
X
yノ
4Q
Q
°

中
Q
柵
く海
Q
謔
眠
已
H
Q
4J
’
犀
べ
Q
琴
海
十ヽ
両
部
既
倒
¥
Q
唄
郷
饉
’
1
讃
心

卜
司
刈
11鄙
甜
已
路
辺
P
舶
’
・・
翠
べ
Q
皿
ぶ
容
ン
ぐ
ぐ
cヽa瞑
削
暇
Q
y
ぐ
ぐ

c・つ坦
聊
Q
2ゝ
て
食、yノ視

9
4J
二
cヽ
゜
ヨ
ト
∩
可
命
肱
十
IQ
湖
似
入!4ぴ

`
ド
り
Q

　
111

図
鎧
御
辺
台
ぶ
い
心
Q
o

r聊
べ
Q
皿
収
曾
y
ぐ
気
yノ
ゼ
’
中
Q
限
ぺ
認
印
聡
価
P
迄
海
ぶ
り
初
4、!り
べ
J

P
’
中
Q
べ
ひ
く
惚
侵
虫

輿
y
J
争
バ
りヽ
二
Q
4沁
ヽヽが
人リ
Jヽ綴
同
心
聡
9
゜
り
聡
慧
証
年
令
毒
が
以
J
I
妬

Q
O
両
斑
斑
Q
略
s
郎
cヽ
y
ぐ
気
p
’
固
能
J
昏
ト
ニ
φ
Q
P
祝
9
°

て
s
4.
、々
-
・ミ

瞑
削
畷
Q
y
ぐ
食、卜
・慧
’
率
ベ
ゼ
㈲
測
Q
卜
t1
キ」
べ
会
丿琴
海
卜
Q
刈
lm
Q
P

ニ
ニ
yノ
4Q
K
u
rヽ
゜
(昏
皆
)

り
Q
リ
ぐ
気
p
瞑
べ
認
琴
海
卜ヽ
q
Q
ゼ
´
尼
削
協
巡
Q
琴
饌
4
J却
台
いノ
ぐ
rヽ

ゝ
l
p
碗
こヽ
’
4.!4J

ぺ
怒
瞑
嶼
已
回
り
人丿
公
ぶ
輿
り
二
しノヨEI

[l
暇
々
v
E
Q
り

二
9
心
φ
已
’
庖
・、0
,j
二
田
R
御
蛸
り
函
g
趾
匈
Q
和
ぶ
暗
部
皆
心
心
゜
巾
人J

yノ
を
Q
AJ壬
I口
認
収
り
暇
ご
’
母
二
{く
御
圀
Q
y
縫
二
佃
巨
已
壬
1q
H
心
々
盾

糾
冬
海
会
Jφ
p
Q
yノ
4Q
9
°
り
Q
ご
ぐ
八
P
慧
瞰
原
AJ皿
邨
A
J認
1
お
:4Jが
Q

り
初
yノ
ニ
q
Q
yノ
’
瞭
徊
が
冬
司
を
催
能
Q
促
優
4ざ
勾
御
訟
Q
y
司
口
丿
翁
9

.xJ
舶
認
祝
こヽ
’
「
以
J
Q
和
、」
心
心
超
ぺ
綴
二
だ
匈
Q
琴
鰯
部
卜
9
べ
肩
)視
心
゜

り
り
Xtノ
ベ
t1
以
怒
り
Q
H
cヽ
々
£
削
U
価
り
心
9
琴
海
認
測
彝
征
曾
々
聞
知

Q
陣
琴
海
御
畷
ぺ
y
’
り
剛
容
’
糾
曾
4さ
琴
海
P
祝
Q
り
4
J御
怨
回
卜
9
認
’

旨
胞
朴
鹿
忿
弱
似
心
収
獣
宙
氾
郎
能
戎
か

(口
)
T
h
e

　
S
h
r
i

　
V
e
n
k
a
t
e
s
h
w
a
r

　
P
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歿

ヒ
ン
ズ
ー
故
や
仏
教
の
丈
献
で
y

W
　に
見
て
ぎ
た
よ
う
に
、
胎
児
に
あ
る
朧

の
意
識
が
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
グ
ロ
フ
博
士
の
L
S
D
に
よ
る
実
験
の
結
果
に
つ
い
て
、
胎
内
に

お
け
る
苦
し
み
に
せ
め
ら
れ
て
胎
児
が

ど
ん
な
こ
と
を

考
え
た
か
と

い
う
点
ま
で

は
、
河
合
博
士
の
紹
介
で
は
触
れ
て
は
い
な
い
が
、
L
S
D
体
験
者
の
な
か
に
は
、

「
周
産
期
の
レ
ベ
ル
」
に
お
い
て
、
胎
児
と
し
て
胎
内
で
考
え
た
こ
と
も
想
起
し
、

語
る
こ
と
が
で
き
る
人
も
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
ま
た
、
わ
れ
わ
れ
の
普
通
の

意
識
の
な
か
に
、
こ
れ
ら
の
胎
内
苦
や
出
胎
苦
の
記
憶
が
な
い
の
は
、
ヒ
ッ
ヅ
ー
教

や
仏
教
の

「
生
苦
」
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
出
胎
苦
な
ど
の
苦
し
み
に
よ
っ
て
、

そ
の
記
憶
を
喪
失
し
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
ろ
う
か
。

さ
て
、
い
ろ
い
ろ
問
題
は

あ
る
に
し
て
も
、

L
S
D
に
よ
る

「
周
産
期
の

レ
ベ

ル
」
と
ヒ
ン
ヅ
ー
教
や
仏
教
の

「
生
苦
」
が
惣
く
ほ
ど

一
致
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ

れ
る
の
は
、
ど
う
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

論
文
の
な
か
で
原
博
士
も
引
い
て
い
る

『
正
法
念
処
経
』
巻
第
七
十
の

「
生
苦
」

を
述
べ
て
い
る
個
所
は
、
硲
単
越
人
に
つ
い
て
、
修
行
者
が
観
ず
べ
き
、
い
く
つ
か

の
こ
と
を
あ
げ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
復
だ
次
に
、
修
行
者
は
随
順
し
て
外
身
を
観
じ
て
、此
の
衆
生
を
観
る
に
、
云

何
ん
が
現
に
他
の
善
業
尽
き
て
死
苦
に
就
く
を
見
る
や
。
云
何
か
覚
ら
ざ
る
や
。

初
に
は
苦
を
生
ぜ
ず
、
生
を
受
く
る
時
に
於
て
、
父
母
の
精
血
は
、
尿
道
の
中

に
お
い
て
あ
り
、識
生
じ
て
胎
を
受
け
、業
風
の
集
ま
る
所
、
和
合
し
て
之
れ
を

動
ご
か
し
、
七
日
に

I
た
び
変
じ
て
、
阿
浮
陀
と
名
づ
け
I゙
゜゚
゛゚
’十
月
胎
に
住
し

二
三

仮
に(
町
に
詮
し
を
・
て
い
ぶ
と
き
皆

あ
る
偉
人
の
1　S
ひ
に
よ
る
盾
匯
期
体

験
は
、
現
実
に
そ
の
人
が
出
産
の
と
き
に
経
験
し
た
こ
と
の
再
体
験
と
思
わ
れ

る
よ
う
な
こ
と
が
多
い
こ
と
も
述
べ
て
い
た
。

た
と
え
ば

難
産
だ

っ
た
人
と

か
、
産
道
の
途
中
で
つ
か
え
た
人
な
ど
の
産
婦
人
科
医
に
よ
る
記
録
と
、
L
S

D
体
験
で
語
ら
れ
る
こ
と
と
が
相
当
に

一
致
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
も
し
そ

う
で
あ
れ
ば
、
人
間
の
記
憶
と
い
う
点
に
つ
い
て
も
興
味
深
い
発
見
で
あ
る
と

思
う
が
、
筆
者
と
し
て
は
今
の
と
こ
ろ
確
か
め
よ
う
の
な
い
こ
と
で
あ
る
。

次
の
超
個
の
レ
ベ
ル
は
、
ウ
ィ
タ
バ
ー
が
超
個
の
帯
域
と
記
述
し
て
い
る
と

こ
ろ
、

ユ
ン
グ
の
言
う
普
遍
的
無
意
識
の
領
域
を
指
し
て
い
る
。
(以
7
　彫
)」

右
の
記
述
の
中
で
注
目
さ
れ
る
こ
と
は
、

第
二
段
階
の
周
産
期
の

レ
ベ
ル
で
あ

る
。
L
S
D
の
幻
覚
体
験
の
な
か
で
自
分
の
誕
生
の
プ
ロ
セ
ス
を
再
体
験
す
る
の
で

あ
る
が
、

「
「
死
」
の
苦
し
み
に
耐
え
難
い
ほ
ど
の
体
験
を
す
る
人
も
あ
る
」
と
い

う
。
こ
れ
は
ま
さ
に

「
生
苦
」
で
あ
る
。
し
か
も
、

「
洞
窟
に
閉
じ
こ
め
ら
れ
て
い

て
出
口
が
な
く
困

っ
て
い
る
う
ち
に
、
恐
ろ
し
い
圧
力
を
感
じ
死
ぬ
ほ
ど
の
苦
し
み

を
味
う
」
と
い
う
の
は
、
胎
内
苦
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
よ
う
に
思
わ
れ
、

「
恐
ろ
し
い

圧
力
」
は

「
業
風
」
を
連
想
さ
せ
、

「
そ
こ
で
や

っ
と
出
口
が
見
つ
か
り
、
細
い
穴

を
通
っ
て
広
い
空
間
に
出
る
よ
う
な
」
と
い
う

「
「
死
」
の
苦
し
み
」
は
出
胎
苦
に

当
る
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、

「
た
と
え
ば
難
産
だ
っ
た
人
と
か
、
産
道
の
途
中
で
つ

か
え
た
人
な
ど
の
産
婦
人
科
医
に
よ
る
記
録
と
、
L
S
D
体
験
で
語
ら
れ
る
こ
と
と

が
相
当
に

一
致
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
も
し
そ
う
で
あ
れ
ば
、
人
間
の
記
憶
と
い

う
点
に
つ
い
て
も
興
味
深
い
発
見
で
あ
る
と
思
う
が
」
と
河
合
博
士
は
述
べ
て
い
る

「
生
苦
」
を
め
ぐ

っ
て
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て
、
牢
獄
に
在
る
が
如
く
苦
悩
ぶ
き
り
、

一
切
の
身
分
は
猶
し
山
の
圧
す
る
が

如
し
。
胎
中
従
り
出
で
て
既
に
生
ま
れ
た
る
の
後
、風
日
に
触
れ
ら
れ
、大
苦
悩

を
受
く
。
…
…
生
死
の
中
に
於
て
生
ま
れ
、
大
苦
を
為
し
、生
具
を
破
壊
し
て
生

死
に
流
転
し
、
無
常

・
苦

・
空

・
生
滅

・
無
我
な
り
。
云
何
ん
が
億
単
越
人
は

さ

と

　　　

(
3
)

而
も
覚
知
ら
ざ
る
や
。」

こ
の
個
所
で
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、

「
修
行
者
は
随
順
し
て
外
身
を
観
じ
て
、
此

の
衆
生
を
観
る
に
、
云
何
ん
が
…
…
。」
と
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
は
巻
第
七
十

の
初
め
の
方
を
見
る
と
、

「
復
だ
次
に
、
修
行
者
は
随
順
し
て
外
身
を
観
じ
て
、祭
単
越
を
観
る
に
、復
た

何
等
の
愛
す
可
き
山
林
有
り
や
。
彼
は
聞
慧
を
以
て
、
或
い
は
天
眼
を
以
て
惨

単
越
を
見
る
に
、
一大
山
有
り
て
名
づ
け
て
心
順
と
ふ
ひ
・に
・」

と
あ

っ
て
、
修
行
者
が
曇
単
越
を
観
ず
る
に
つ
い
て
、
既
に
禅
定
に
よ
っ
て
曇
単
越

を
観
じ
た
人
か
ら
聞
い
て
得
た
聞
慧
か
、
自
か
ら
の
天
眼
に
よ
っ
て
見
る
と
あ
る
。

こ
れ
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
こ
と
は
、
L
S
D
体
験
者
が
幻
覚
状
態
の
中
で
、

「
生

苦
」
を
再
体
験
す
る
よ
う
に
、
イ
ン
ド
で
は
ヨ
ー
ガ
な
ど
の
修
行
に
よ
っ
て
、

「
生

苦
」
を
再
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
、
グ

ロ
フ
博
士
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
古
代
や
東
洋
の
精
神
的
な
修
行
に
は
、
分
娩
前
後
の
領
域
や
超
個
の
領
域
へ

の
接
近
を
可
能
に
す
る
た
め
に
特
別
に
考
察
さ
れ
た
も
の
が
知
に
。」

さ
て
、
以
上
の
よ
う
た
「生
苦
」
拡
関
達
し
守
苫
と
し
て
、
。。切尽
ミ
々
、心

1
1
1

y177ze
r
Xcg
tj9
と
い
う
科
学
雑
誌
の
日
本
版

『
サ
イ
エ
ン
ス
』

　

(
一
九
八
六
年
六
月

号
)
に
お
い
て
、
H
・
一フ
ゲ
タ
ク
ーフ
ン
ツ
と
T
・
A
・
ス
ロ
ト
キ
ン
の

「
誕
生
時
の
ス
ト

レ
ス
と
カ
テ
コ
ー
ル
ア
ミ
ン
」
と
い
う
論
文
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
最
初
の
個

所
を
、
次
に
紹
介
し
て
お
こ
う
。

「
胎
児
が
生
ま
れ
て
く
る
と
い
う
こ
と
は
、
考
え
て
み
る
と
恐
ろ
し
く
危
険
な

試
練
の
よ
う
に
思
え
る
。
胎
児
は
何
時
間
も
産
道
内
で
圧
迫
さ
れ
続
け
、
そ
の

間
、
頭
部
に
か
な
り
の
圧
力
を
受
け
る
。
さ
ら
に
、
陣
痛
の
た
ぴ
に
胎
盤
や
臍

帯

(さ
い
た
い
)
が
圧
迫
さ
れ
る
の
で
、
胎
児

へ
の
酸
素
供
給
は
不
足
し
て
く

や
が
て
胎
児
は
、
外
界
か
ら
閉
ざ
さ
れ
、
暖
か
く
て
光
の
な
い
子
宮
内
環
境

か
ら
、
冷
た
く
て
明
る
い
分
娩

(
ぶ
ん
べ
ん
)
室
に
生
み
出
さ
れ
る
。
そ
こ
で

は
巨
人
の
よ
う
に
大
き
く
見
え
る
大
人
が
、
新
生
児
の
足
を
つ
か
ま
え
て
逆
さ

に
し
、
お
尻
を
パ
チ
パ
チ
と
た
た
い
た
り
す
る
。

分
娩
中
の
酸
素
不
足
や
頭
の
圧
迫
な
ど
が
引
き
金
と
な

っ
て
、
胎
児
は
ス
ト

レ
ス
ホ
タ
モ
ン
で
あ
る
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
や
ノ
ル
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
を
驚
く
ほ
ど
大

量
に
血
液
中
に
分
泌
す
る
。
そ
の
量
は
、
分
娩
中
の
産
婦
や
心
臓
発
作
を
起
こ

し
た
ひ
ん
死
の
大
人
の
レ
ベ
ル
を
し
の
ぐ
ほ
ど
で
あ
る
。
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
や
ノ

タ
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
は
、
カ
テ
コ
ー
ル
ア
ミ
ン
と
総
称
さ
れ
る
化
学
物
質
の
な
か

で
も
代
表
的
な
も
の
で
、
ほ
ん
ら
い
人
間
が
闘
争
を
し
た
り
、
あ
る
い
は
生
命

を
脅
か
す
よ
う
な
危
機
か
ら
脱
出
す
る
た
め
に
、
体
内
に
蓄
え
ら
れ
て
い
る
。

し
尭
が
う
て
、
こ
の
種
の
ホ
タ
モ
ぶ



(6
)

　

H

・
ラ
ゲ
タ
ク
ラ
ン
ツ
・
T

・
A

・
ス
ロ
ト
キ
ン
、
工
藤
尚
文

J
岸
本
廉
夫
訳

「
誕

生
時
の
ス
ト
レ
ス
と

カ
テ
コ
ー
ル

ア
ミ
ン
」

　

(
『
サ
イ
エ
ン
こ

　

一
九
八
六
、

六
、

41S
d
e
M
g
fc

　

4
7JzerjQ
jz9
日
本
版
所
収
、
二
二
頁
』。

は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
生
体
が
危
機
に
ひ
ん
し
て
い
る
こ
と
を
物
語

っ
て
い
る

の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
正
常
な
分
娩
時
の
ス
ト
レ
ス
は
、
見
か
け
と
は
違

っ
て
そ
れ
ほ

ど
危
険
な
も
の
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
最
近
二
〇
年
間
の
研
究
成
果
を
集
約

す
る
と
、
胎
児
は
も

っ
と
早
い
時
期
で
も
ス
ト
レ
ス
に
耐
え
る
力
を
も

っ
て
い

る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
能
力
は
、
何
と
い
っ
て
も
カ
テ
コ
ー
ル
ア
ミ
ン
に
負

う
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
カ
テ
コ
ー
ル
ア
ミ
ン
は
酸
素
欠
乏
の
よ
う
な
悪
条
件
下

で
も
生
命
を
維
持
す
る
役
目
を
果
た
し
て
い
る
。

さ
ら
に
重
要
な
こ
と
は
、
胎
児
に
と
っ
て
は
ス
ト
レ
ス
ホ
ル
モ
ン
を
つ
く
ら

せ
る
よ
う
な
出
来
事
を
経
験
す
る
こ
と
が
、
実
際
に
必
要
な
の
で
あ
る
。
こ
う

し
て
最
終
的
に
ホ
ル
モ
ン
が
ど

っ
と
放
出
さ
れ
、
胎
児
が
子
宮
外
で
生
活
す
る

準
備
が
と
と
の
う
の
で
友
心
。」

以
上
の
よ
う
な
最
近
の
研
究
結
果
の
報
告
に

よ
る
と
、

「
生
苦
」
は
肉
体
的
に

も
、
大
変
重
要
な
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

-

-

四

註

(1

)

　

河
合
隼
雄

「
意
識
に
つ
い
て
」

　

(
『
世
界
』

一
九
八
五
年
十

一
月
号
所
収
、
一一六
三

一
二
七
六
頁
)。

(2

)

　

同
右
、
二
七
三
頁
。

(
3
)

　

『大
正
蔵
』
十
七
巻
、
四

一
二
頁
、
下
段
-
四

一
三
頁
、
上
段
。

(4

)

　

同
右
、
四

一
二
頁
、
中
段
。

(5

)

　

ス
ご
ヌ
ラ
フ
ー
グ
ロ
フ
「意
識
の
研
究
と
人
類
の
生
存
」

　

(河
合
隼
雄

・
吉
福
伸

逸
共
編

『宇
宙
意
識

へ
の
接
近
』
所
収
、

一
七

一
頁
)。

「生
き

を
曲
ぐ
っ
て

筆
者
は
、
少
年
の
頃
、
「生
苦
」
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
。

人
間
は
、
前
生
に
お
い
て
自
ら
次
の
生
に
は
人
間
に
生
ま
れ
た
い
と
願
い
、
そ
の

た
め
の
努
力
を
し
て
、
そ
の
結
果
人
間
に
生
ま
れ
て
く
る
の
で
あ
る
が
、
生
ま
れ
て

く
る
時
の
産
道
通
過
の
苦
し
み
で
自
分
が
人
間
に
生
ま
れ
た
く
て
生
ま
れ
て
き
た
こ

と
を
す

っ
か
り
忘
れ
て
生
ま
れ
て
く
る
の
で
あ
る
、
と
。

少
し
冗
談
め
か
し
て
語
ら
れ
た
こ
と
も
あ

っ
て
、
こ
れ
は
、
人
間
は
自
己
の
責
任

に
お
い
て
人
間
に
生
ま
れ
て
き
て
い
る
の
に
、
す

っ
か
り
忘
れ
て
し
ま

っ
て
、
頼
み

も
し
な
い
の
に
親
が
6　
手
に
自
分
を
生
ん
だ
と
言

っ
て
い
る
こ
と
に
対
す
る
、
比
喩

を
用
い
て
の
教
え
だ
と
、
こ
の
こ
と
を
聞
い
て
以
来
自
分
な
り
に
了
解
し
て
き
た
。

ま
た
、

「
生
苦
」
の
原
語
で
あ
る
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
や

パ
ー
リ
語
の

ja
ti　

dubkhad
atF
dukkha
の
jat1
　

4

「
生
き
て
い
る
こ
と
」
と

い
う
よ
り
は
、

「
生
ま
れ
て
く
る
こ
と
」
で
あ

っ
て
、
「
生
苦
」
と
い
う
語
は
、
し
た
が

っ
て

「
生
ま

れ
て
く
る
苦
し
み
」
の
意
で
あ
る
と
い
う
こ
と
も
、
仏
教
を
学
び
始
め
た
頃
教
え
ら

れ
て
い
た
。

原
博
士
の
論
文
や
対
談
の
所
説
に
よ
っ
て
、
以
上
の
よ
う
な
考
え
方
は
、
い
く
つ

か
の
典
拠
を
持

つ
も
の
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て
教
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

二
五
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一天

日
本
に
お
い
て
も
、
こ
の

「
生
苦
」
と
い
う
こ
と
が
伝
え
ら
れ
て
い
る

一
例
と
し

　　

が
、
論
文
で
は
こ
の
個
所
を
紹
介
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の

「
生
苦
」
の
一
文
は
、
鎌
倉
時
代
以
後
、
沢
山
作
ら
れ
た

「講

式
」
の
な
か
に
も
見
出
さ
れ
る
。
鎌
倉
時
代
中
期
、
高
野
山
の
最
も

一
般
的
な
形
と

見
ら
れ
て
い
る
高
野
山
の

「
二
十
五
三
昧
式
」
を
見
て
み
る
と
、

「
二
苦
相
者

・
此
身
従
二初
生
時
‘常
受
二苦
惚
‘如
二
宝
積
経
説
‘若
男
若
女
適

生
堕
y
地

・
或
以
r
手
捧
或
以
・衣
接

・
或
冬
夏
時
冷
熱
風
蝕
二
其
身
一受
’一大
-
苦
‐

悩
一部
‘一生
剥
牛
触
二
於
絡
壁
‘長
~大
之
後
亦
多
二苦
悩
‘
・
」

と
あ
る
。
こ
れ
は
六
道
の
う
ち
の
人
道
に
三
相
を
明
す
、
そ
の
第
二
の

「
苦
相
」
の

最
初
の
文
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

「
講
式
」
の
流
行
に
よ

っ
て
、

「
生
苦
」
が
世
間

に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
い
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

真
宗
に
お
い
て
は
、
建
武
四
年

(
一
三
三
七
)
八
月
、
存
覚
が
染
筆
し
た
と
い
う

識
語
の
あ
る

『
顕
名
節
』
に
胎
内
苦
、
産
道
通
過
の
と
き
の
出
胎
苦
、
そ
の
出
胎
苦

に
よ
る
前
生
の
記
憶
の
忘
失
が
明
確
に
述
べ
ら
れ
、

「
生
苦
」
が
取
り
あ
げ
ら
れ
て

い
る
。

本
稿
の
冠
頭
に
出
し
た
が
、
も
う

一
度
紹
介
し
て
お
こ
う
。

「
生
苦
ト
イ
フ
(
ム
マ
タ
ヽ
ト
キ
ノ
苦
ナ
リ
。
十
月
ノ
ア
ヒ
タ
三
百
余
日
胎
内

二
処
ジ
テ
五
位
ヲ
ヘ
、
血
肉

ニ
マ
ジ
(
リ
テ
諸
苦
ヲ
ウ
ク
。
月
ミ
チ
期
イ
ク
リ

テ
ノ
チ
、

(
シ
メ
テ
ム
マ
タ
ヽ
ト
キ
、
頭
ヲ
サ
カ
サ
マ
ニ
ジ
、
身
ヲ
ツ
ヽ
メ
テ

イ
ツ
、

一
切
ノ
骨
節
ツ
ヽ
マ
リ
テ
ノ
フ
タ
コ
ト
ア
タ
(
ス
、
ソ
ノ
苦
痛

ニ
ョ
リ

テ
前
生
ノ事
コト
く
ク
ワ
ス
タ。)

こ
れ
は
、

「
四
苦
」
を
述
べ
て
い
る
、
最
初
の

「
生
苦
」
の
説
明
で
あ
る
。
い
か

て
、
原
博
士
は
論
文
の
冠
頭
に

『
宝
物
集
』
の
、

「
第

一
に
、
生
苦
と
云
は
、
人
、
母
の
は
ら
に
や
ど
り
て
三
百
日
、
或
は
二
百

六
十
日
有
て
、
は
じ
め
て
業
の
風
ふ
き
い
だ
さ
る
ゝ
時
、
い
き
た
る
牛
の
皮
を

は
ぎ
て
、
し
け
る
お
ど
ろ
の
中
を
と
を
す
が
ご
と
し
と
い
え
り
。
又
、
な
ご
や

の
ふ
す
ま
を
も

つ
て
う
け
と
む
る
と
い
へ
ど
も
、
百
千
の
つ
る
ぎ
を
以
て
さ
き

わ
る
が
ご
と
し
。
此
故
に
、
赤
子
の
は
じ
め
て
な
く
声
は
、
く
か
な
と
申
侍
る

也
。
」

と
い
う
、
出
胎
前
後
の
苦
し
み
を

「
生
苦
」
と
す
る

一
文
を
紹
介
し
て
い
る
。

平
康
頼
が

「
鬼
界
が
島
か
ら
帰
洛

(『
平
家
物
語
』
で
は
治
承
三
年
こ

一
七
九
)
)

後
数
年
間
の
成
立
」
と
せ
ら
れ
て
い
る
、
こ
の

『
宝
物
集
』
よ
り
古
い

「
生
苦
」
に

つ
い
て
の
言
及
は
、
巻
末
に
附
せ
ら
れ
た
文
に
寛
和
元
年

(九
八
五
)
四
月
に
そ
の

功
を
畢

っ
た
と
あ
る
、
源
信
の

『
往
生
要
集
』
に
見
出
さ
れ
る
。

「
二
に
苦
と
は
、
こ
の
身
は
、
初
め
て
生
れ
し
時
よ
り
常
に
苦
悩
を
受
く
。
宝

積
経
に
説
く
が
如
し
。
も
し
は
男
、
も
し
は
女
、
た
ま
た
ま
生
れ
て
地
に
堕
つ

る
に
、
或
は
手
を
以
て
捧
げ
、
或
は
衣
を
も
て
承
け
接
る
も
、或
は
冬
夏
の
時
、

冷
熱
の
風
触
る
れ
ば
大
苦
悩
を
受
く
る
こ
と
、
牛
を
生
剥
ぎ
て
、
塙
壁
に
触
れ

し
む
る
が
如
し
。
と
。
(取
意
)
」

こ
の
記
述
に
お
い
て
は
、
せ
っ
か
く

『
宝
積
経
』
を
あ
げ
て
い
な
が
ら
、
「
生
苦
」

と
明
示
し
て
い
な
い
こ
と
や
、
産
道
通
過
の
苦
し
み
が
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
な

ど
に
よ
っ
て
、

原
博
士
は
注
で
は

「
如
牛
剥
皮
」

と
い
う
こ
と
で
言
及
し
て
い
る



と
あ
る
。

真
宗
以
外
の
例
で
、

江
戸
後
1
　の
も
の
と
匙
わ
れ
る
版
本
の
(
地
や
、
明
治
二

(
9
)

　　　　　

(
10
)

十
年
、
明
治
二
十
九
年
の
写
本
が
活
字
化
さ
れ
て
い
る
聖
衆
来
迎
寺
に
伝
わ
る

「
六

道
絵
」
の
絵
解
き
台
本
で
あ
る

『
六
道
絵
相
略
縁
起
』
も
、

「
生
苦
」
に
つ
い
て
の

説
明
を
し
て
い
る
。
そ
れ
は

「
人
道
生
老
病
死
四
苦
之
図
」
に
つ
い
て
の
絵
解
き
の

文
に
お
い
て
。

「
生
苦
は
出
産
の
処
な
り
。
人
間
胎
内
に
宿
る
ま
で
は
、
前
世
を
よ
く
知
り
。

我
れ
今
人
間
に
生
ま
れ
な
ば
先
き
の
世
の
事
も
、
胎
内
の
事
も
、
能
く
人
に
語

り
聞
か
さ
ん
と
思
え
ど
も
、
生
ま
る
る
時
の
苦
し
み
に
逼
ら
れ
て
皆
悉
く
忘
る

(
11
)

と
な
り
。
」

と
あ
る
。

以
上
の
例
に
よ

っ
て
知
ら
れ
る
よ
う
に

「
四
苦
」
の

一
つ
、
「
生
苦
」
と
い
う
こ
と

は
、
第
二
次
世
界
大
戦
以
前
の
伝
承
の
な
か
で
は
、

「
ム
マ
タ
ヽ
ク
タ
ジ
ミ
」
と
あ

ら
わ
さ
れ
て
い
て
、
決
し
て

「
生
存
の
苦
」
、

す
な
わ
ち

「
生
き
て
い
る

苦
し
み
」

と
は
解
釈
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

そ
れ
が
終
戦
後
の
、
こ
れ
ま
で
の
価
値
観
の
否
定
や
崩
壊
の
な
か
で
、
古
い
か
た

ち
の
説
教
を
伝
承
す
る
人
々
が
少
く
な
り
、
仏
教
の
思
想
に
つ
い
て
も
、
科
学
的
、

合
理
的
に
解
釈
す
る
こ
と
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
い
つ
し
か

「
生
苦
」
の
意
味

が
わ
か
ら
な
く
な
る
と
と
も
に
、

「
生
き
て
い
る
苦
し
み
」
と
い
う
よ
う
な
解
釈
が

常
識
的
に
語
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
し
ま

っ
た
よ
う
で
あ
る
。

9
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一
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・
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一

一
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一

l

た
る
典
拠
に
よ
る
か
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
日
本
の

「
生
苦
」
文
献
で
は
ヽ
最
も
要

点
を
お
さ
え
た
記
述
に
な

っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

次
に
、
こ
の

「
生
苦
」
は
、
説
教
の
な
か
で
も
語
り
つ
が
れ
て
き
た
よ
う
で
あ

り
、今
で
も
戦
前
の
説
教
を
記
憶
し
て
い
る
年
輩
の
人
の
な
か
に
は
、
「
生
き
た
る
牛

の
皮
を
は
ぎ
て
…
…
」
と
い
う
文
句
を
思
い
出
す
人
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
試
み
に
、

『
真
宗
史
料
集
成
』
第
五
巻

「
談
義
本
」
や
第
十
巻

「
法
論
と
庶
民
教
化
」
を
見
て

み
る
と
、
そ
こ
に
や
は
り

「
生
苦
」
が
説
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

先
ず
浅
井
了
意
(
一
六
二
二
I

一
六
九

一
)
の

『
勧
信
義
談
妙
』
を
紹
介
し
よ
う
。

「
ソ
ノ
ハ
苦
卜
(
、
ヒ
ト
ッ
ニ
(
生
苦
。
イ
(
ユ
ル
母
ノ
胎

ニ
ヤ
ド
リ
、
月
ミ

チ
期
イ
タ
リ
テ
ス
デ
エ
生
ゼ
ン
ト
ス
ぐ

モ
ッ
テ
コ
レ
ヲ
ウ
ク
ゲ

タ
も

タ
ト
ヘ
バ
刀
剣
毛
カ
ズ
ナ
ラ
ズ
。
生
剥
ノ
キ
ヲ
ヲ
フ
テ
斡

ノ
ナ
カ
ニ

イ
タ
`
ガ
ヴート
ヅ
」

と
あ
る
。
ま
た

『
四
倒
八
苦
』
と
い
う
談
義
本
に
は
、

「
第

一
に
生
苦
ト
イ
フ
(
、
ム
マ
タ
ヽ
ク
片
ジ
ミ
ヲ
ア
カ
ス
ナ
リ
。
宝
積
経
二

イ
(
ク
、
母
ノ
(
Iフ
ニ
三
百
日
ノ
ア
ヒ
ク
ッ
ヽ
マ
ビ
ア
、
(
ジ
メ
テ
ム
マ
レ
イ

ッ
タ
ト
キ
(
、
イ
キ
ク
タ
ウ
シ
ノ
皮
ヲ
(
キ
テ
、
カ
キ
カ
ヘ
ニ
フ
レ
オ
ト
ロ
カ

ラ
ク
チ
ノ
ナ
カ
ヲ
ヤ
フ
ラ
ン
カ
コ
ト
ジ
。

ア
タ
ヒ
(
手

ヲ
モ
テ
サ

ヽ
ケ
、

ヤ
(

ラ
カ
ナ
タ
衣
ヲ
モ
テ
ウ
ケ
ト
ル
V

ク
カ
コ
ト
ク
ナ
リ
。
カ
ル
カ
ユ
ヘ
ニ
、
ア
カ
子
ノ
(
ジ
メ
テ
ナ
ク
コ
ヱ
「
、
苦

カ
ナく
ト
ナ
ク
ト
イ
ヘリ
。」

「
生
苦
」
を
め
ぐ

っ
て

二
七



二
八

の
大
半
が
主
題
と
な
る
思
想
も
違
う
独
立
経
典
の
集
成
で
あ
る
。

『
大
宝
積
経
』
に
お
け
る

「
生
苦
」
を
説
く
経
典
は
、
こ
の
よ
う
な
経
典
群
の
中

に
見
出
さ
れ
る
も
の
で
、
二
つ
の
経
典
が
該
当
す
る
。
す
な
わ
ち
、

一
つ
は
巻
第
五

十
五
、
菩
提
流
志
訳

「
仏
為
阿
難
説
処
廠
心
」
で
あ
り
、
も
う

一
つ
は
、
こ
の

「
仏

為
阿
難
説
処
胎
会
」
を

「
入
母
胎
経
」
と
呼
ん
で
取
り
入
れ
て
い
る
巻
第
五
十
六

・

五
十
七
、
義
浄
訳

「
仏
説
入
胎
蔵
会
」
と
で
あ
る
。

こ
の
義
浄
訳

「
仏
説
入
胎
蔵
会
」
所
収
の

「
入
母
胎
経
」
は
、
同
じ
く

「
入
母
胎

経
」
の
名
で
義
浄
が

『
根
本
説

一
切
有
部
毘
奈
耶
雑
事
』
巻
第
十

一
・
十
二
の
中
で

も
訳
し
て
い
心
一y
、
旧
訳
に
も
竺
法
護
訳

『
仏
説
胞
廠
鎚
』
が
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
今
は
以
上
の
経
典
を

一
括
し
て
入
母
胎
経
類
と
呼
ぶ

こ
と
と
し

て
、
そ
の
内
容
を
見
て
み
る
と
、
失
訳

『
仏
説
五
三
匹
』
な
ど
の
よ
う
に
、
四
苦
八

苦
の

一
つ
と
し
て
の
「
生
苦
」
を
説
明
解
釈
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
中
有
よ
り
母
胎

に
入
り
、
そ
の
胎
中
の
相
状
を
詳
細
に
説
き
、
そ
し
て
「
生
苦
」
に
至
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
入
母
胎
経
類
の
文
の
一
部
は

『
大
毘
婆
沙
論
』
巻
第
」
刊
や

『
倶
舎
論
』

巻
第
九

・
「
分
別
気
心
」
の
中
に
見
出
さ
れ
る
文
と
大
変

よ
く
似
て
い
る
。

恐
ら

く
、

『
大
毘
婆
沙
論
』
や

『
倶
舎
論
』
は
入
母
胎
経
類
よ
り
、
要
文
を
取
り
入
れ
て

い
る
の
で
あ
ろ
う
。

『
大
毘
婆
沙
論
』
や

『
倶
舎
論
』
で
は
、
そ
れ
ら
の
文
を
、
い
ろ
い
ろ
な
問
題
に

分
け
て
論
じ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、

『
倶
舎
諭
』
と
入
母
胎
経
類
の
文
が
い
か
に
近

い
か
を
、

一
、
二
の
対
応
個
所
に
よ

っ
て
示
し
て
み
よ
う
。

「
是
の
如
き
中
有
は
、
生
ず
る
所
に
至
ら
Å
が
為
め
に
、
洗
づ
倒
心
を
遡
し
て

同
朋
学
園
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
九
号

四

日
本
に
お
け
る

「
生
苦
」
文
献
の
主
な
る
典
拠
の
一
つ
は
、

『
往
生
要
集
』
が
あ

げ
て
い
る
よ
う
に

『
宝
積
経
』
で
あ
る
。

こ
の

『
宝
積
経
』
な
る
も
の
は
、
単

一
の
経
典
で
は
な
く
、
漢
訳

『
大
宝
積
経
』

で
拡
、
百
二
十
巻
、
四
十
九
経
よ
り
な
り
、
経
兵
砲
よ
っ
て
訳
出
者
も
異
な
り
、
そ

註

T
)

　

吉
田
幸

一
・
小
泉
弘
共
編

『宝
物
集
』
九
冊
本

(古
典
文
庫
二
五
八
)
九
七
頁
。

(2

)

　

『
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
』
第
五
巻
、
四
三
九
頁
。

(
3

)

　

源
信

『往
生
要
集
』
巻
上

(
「
日
本
思
想
大
系
」
6
、

一
九
七
〇
年
九
月
、
岩
波
書

店
、
三
八
頁
)
。

(4

)

　

和
多
昭
夫

「
高
野
山
の
二
十
五
昧
式
」

　

(仏
教
文
学
研
究
会
編

『仏
教
文
学
研
究
』

脚
所
収
、
三
五
八
頁
、
下
段
)
。

(5

)

　

存
覚

『顕
名
妙
』

　

(石
田
充
之

・
千
葉
乗
隆
編

『真
宗
史
料
集
成
』
第

一
巻

「
親
鸞

と
初
期
教
団
」
所
収
、
七
五
〇
頁
、
下
段
)。

(6
)

　

浅
井
了
意

『勧
信
義
談
紗
』

　

(柏
原
祐
泉
編

『真
宗
史
料
集
成
』
第
十
巻

「
法
論
と

庶
民
教
化
」
所
収
、
六
〇

一
頁
、
上
段
)
。

(7

)

　

「
四
倒
八
苦
」

　

(千
葉
乗
隆
編

『真
宗
史
料
集
成
』
第
五
巻

・
「
談
義
本
」
所
収
、

一
七

一
頁
下
段
一

一
七
二
頁
、
上
段
)。

(8
)

　

大
串
純
夫

「
十
界
図
考
」
(
「
美
術
研
究
」

一
一
九
号
、
昭
和
十
六
年
十

一
月
。
『来

迎
芸
術
』
(昭
和
五
十
八
年
三
月
、
法
蔵
館
、
法
蔵
選
書
21
)
に
再
録
)
。

(9
)

　

真
保
亨
「
煕
一六
道
絵
相
略
縁
起
」
(「日
本
仏
教
」
二
六
号
、昭
和
四
十
二
年
五
月
)。

(10
)

　

林
雅
彦

「
六
道
絵
相
略
縁
起
」

　

(林
雅
彦

・
徳
田
和
夫
編

『絵
解
き
台
本
集
』

　

(伝

承
文
学
資
料
集
第
十

一
輯
)
所
収
)
。

(11
)

　

飛
鳥
井
明
実

「
聖
衆
来
迎
寺
の
歴
史
と
信
仰
」

　

(
『古
寺
巡
礼
-
近
江
-
、
聖
衆
来

迎
寺
』
所
収
、
昭
和
五
十
五
年
五
月
、
淡
交
社
、

一
〇
五
頁
)
。



欲
境
に
馳
趣
す
。
翁
は
く
〕
彼
は
業
力
の
起
す
所
の
眼
根
に
由
り
て
、
遠
方

に
住
す
と
雖
も
能
く
生
処
の
父
母
の
交
会
す
る
を
見
て
、
倒
心
を
起
す
な
り
。

若
し
男
な
ら
ば
母
を
縁
じ
て
男
の
欲
を
起
し
、
若
し
女
な
ら
ば
父
を
縁
じ
て
女

の
欲
を
起
し
、
此
れ
に
翻
じ

〔
父
母
の
〕
二
を
縁
じ
て
倶
に
唄
心
を
起
す
。」

―
玄奘訳
『阿毘達磨倶舎論』巻第九
・
「分別世品」―

以
上
の
よ
う
な
記
述
を
見
て
み
る
と
、
翻
訳
に
よ
る
相
違
は
あ
・
て
も
、
ぽ
と
λ

ど
同
じ
文
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
さ
て
、
こ
の

「
仏
説
入
胎
蔵
会
」
で
は
、
つ
づ
い

て
、
次
の
よ
う
な
胎
内
苦
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

「
生
蔵
の
下
、
熱
蔵
の
上
に
在

っ
て
、
生
物
は
下
鎮
し
、
熟
物
は
上
刻
し
て
、

五
処
を
縛

っ
て
尖
標
に
挿
み
在
く
が
如
し
。
若
し
母
多
食
し
、
或
い
は
時
に
少

食
す
る
も
、皆
苦
悩
を
受
く
。
是
く
の
如
く
な
れ
ば
、
若
し
極
賦
を
食
し
、或
い

は
乾
燥
を
食
し
、極
冷

・
極
熱

・
鹸

・
淡

・
苦

・
酷
、或
い
は
太
だ
し
き
甘

・
辛

と
、
此
等
を
食
す
る
時
、皆
苦
痛
を
受
く
。
若
し
母
欲
を
行
い
、或
い
は
急
ぎ
行

き
走
り
、或
い
は
時
に
危
坐
し
、
久
し
く
坐
し
、
久
し
く
臥
し
、
跳
邱
す
る
の
時
、

悉
く
皆
苦
を
受
く
。
難
陀
、
当
に
知
る
べ
し
、
母
胎
の
中
に
処
っ
て
、
是
く
の

如
き
等
の
種
種
な
る
諸
苦
あ
り
て
、其
の
身
を
逼
迫
す
る
こ
と
は
、具
さ
に
説
く

べ
か
ら
ざ
る
こ
と
を
。
」

そ
し
て
、
次
に
胎
内
で
の
胎
児
の
相
状
が
詳
細
に
説
か
れ
、
更
に
出
胎
苦
が
、
以

下
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

「
難
陀
、
此
の
胎
は
、
是
く
の
如
く
母
の
腹
中
に
住
し
て
、
斯
く
の
如
き
苦
を

受
く
。
又
た
産
ま
れ
ん
と
欲
す
る
時
、辛
苦
し
て
出
づ
る
に
、彼
の
票
風
に
由

っ

て
、
手
を
し
て
交
り
合
は
し
め
、
支
節
拳
縮
し
、
大
劇
苦
を
受
け
、
母
胎
を
出

で
ん
と
欲
す
る
や
、
身
鉢
青
炭
な
り
。
猶
し
初
め
て
腫
れ
て
触
著
す
べ
き
こ
と

難
き
が
如
く
、
飢
退
遍
迫
し
、
心
熱
悩
に
懸
る
な
り
。
業
の
因
縁
に
由
り
て
、

風
に
推
し
出
さ
れ
て
、
既
に
胎
を
出
で
已
っ
て
、
外
風
に
触
れ
ら
る
る
や
、
塗

炭
を
割
る
が
如
し
。
手
衣
の
触
る
る
時
も
、
皆
極
苦
を
気
化
。」

二
九

「
難
陀
、胎
は
若
し
是
れ
男
な
ら
ば
、
母
の
右
脇
に
在

っ
て
昌
則
し
て
坐
し
、両

手
に
て
面
を
掩
う
て
母
の
背
に
向

っ
て
住
し
、若
し
是
れ
女
な
ら
ば
、母
の
左
脇

に
在

っ
て
昌
則
し
て
坐
し
、
両
手
に
て
面
を
掩
う
て
母
の
腹
に
向

っ
て
住
す
。
」

―
義浄訳
『大宝積経』巻第
五十六
・
「仏説
入胎乙剣」―

「
生
苦
」
を
め
ぐ

っ
て

「
又
、
彼
の
中
有
の
胎
に
入
ら
ん
と
欲
す
る
時
に
は
、
心
即
ち
顛
倒
し
て
、
若

し
是
れ
男
な
ら
ば
、
母
に
於
て
愛
を
生
じ
父
に
於
て
憎
を
生
じ
、
・若
し
是
れ
女

な
ら
ば
、
父
に
於
て
愛
を
生
じ
母
に
於
て
憎
を
生
じ
、
…
…
。」

―
義浄訳
『大宝積経』巻第
五十六
・
「仏説入胎蔵会」―

『
倶
舎
論
』
の
方
が
少
し
詳
し
く
な

っ
て
い
る
が
、
ほ
と
ん
ど
同
じ
文
で
あ
る
。

な
お
、
こ
の
個
所
は
フ
ロ
イ
ト
の
い
う

エ
デ
ィ
プ
ス
ー
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
的
な
考
え

が
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
て
、
注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

「
若
し
男
な
ら
ば
、
胎
に
処
す
る
や
母
の
右
脇
に
依
り
背
に
向
ひ
て
跡
坐
し
、

若
し
女
な
ら
ば
、
胎
に
処
す
る
や
母
の
左
脇
に
依
り
腹
に
向
ひ
て
住
す
。」

―
玄奘訳
『阿毘達磨倶舎論』巻第九
・
「分別世品」―



三
〇

こ
の
文
は
、
胎
内
苦
、
出
胎
苦
を
詳
細
に
説
い
て
き
て
、
そ
の
後
で
出
胎
後
の
苦

を
述
べ
て
い
る
個
所
で
あ
る
。

胎
内
苦
、
出
胎
苦
、
出
胎
後
の
苦
を
す
べ
て
含
め
て

「
生
苦
」
と
す
る
な
ら
ば
、

出
胎
後
の
苦
は
、
そ
の

一
部
分
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
が
、
源
信
が
何
故
こ
の
部
分

を
も

っ
て

「
生
苦
」
に
あ
て
た
か
、

『
宝
積
経
』
を
あ
げ
て
い
る
だ
け
に
疑
問
の
残

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

も

っ
と
も
、

源
信
は

「
苦
」
を
明
す
の
が

目
的
で
あ

っ
て
、

「
生
苦
」
と
限
定
し
て
い
な
い
の
で
は
あ
る
が
。

こ
れ
に
対
し
、
本
稿
の
冠
頭
に
置
い
た

『
顕
名
紗
』
に
お
け
る
存
覚
の

「
生
苦
」

に
つ
い
て
の
記
述
は
、
胎
内
苦
、
出
胎
苦
、
前
生
の
記
憶
の
忘
却
ま
で
あ
ら
わ
し
て

い
る
が
、
出
胎
後
の
苦
に
つ
い
て
は
触
れ
て
い
な
い
。
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註

(1

)

　

『大
正
蔵
』
十

一
巻
、
三
二
二
頁
、
上
段
一
三
二
六
頁
、
中
段
。

(2

)

　

『大
正
蔵
』
十

一
巻
、
三
二
六
頁
、
中
段
-
三
三
六
頁
、
下
段
。

(3

)

　

『大
正
蔵
』
二
十
四
巻
、
二
五
三
頁
、
上
段
―
二
六
〇
頁
、
中
段
。
た
だ
し
、
こ
の

二
六
〇
頁
、
中
段
で
は

「
爾
時
世
尊
説
是
入
胎
経
巳
…
…
。」
と
あ
っ
て
、
「
入
胎
経
」

と
言

っ
て
い
る
。

(4

)

　

『大
正
蔵
』
十

一
巻
、
八
八
六
頁
、
上
段
-
八
九
〇
頁
、
下
段
。

(5

)

　

『
大
正
蔵
』
十
四
巻
、
七
九
五
頁
、
下
段
―
七
九
七
頁
、
上
段
。

(6
)

　

『大
正
蔵
』
二
十
七
巻
、
三
六
〇
頁
、
下
段
-
三
六
六
頁
、
上
段
。

(7

)

　

『大
正
蔵
』
二
十
九
巻
、
四
五
頁
、
下
段
1
五

一
頁
、
中
段
。

(
8
)

　

『大
正
蔵
』
二
十
九
巻
、
四
六
頁
、
下
段
。
梵
文
の
対
応
個
所
は
、
P
oP
ra
d
h
a
n
s

e
d
o

　

y16
M
j
jxa
l　s
6z　
b
ja
4
Q
y
Q

　

p
　

1
2
1

　

Z
E

　

17
4
」

　

そ
の
チ
ベ

ッ
ト

訳
の
和
訳
は
、
山
口
益

・
舟
橋

一
哉

『倶
舎
論
の
原
濃
偲
一周

　

せ
褐
色

こ
一七
頂
1

こ
一入
頁
参
照
。

と
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、

『
往
生
要
集
』
に
お
い
て
、
源
信
は

「
生
苦
」
に
つ
い
て
、

『
宝
積

経
』
を
あ
げ
て
い
な
が
ら
以
上
の
よ
う
な
胎
内
苦
や
出
胎
苦
に
は
触
れ
な
い
で
、
た

だ
出
胎
後
の
苦
だ
け
で
紹
介
し
て
い
る
の
は
、
何
故
で
あ
ろ
う
か
。

既
に
取
り
上
げ
た

『
往
生
要
集
』
の

「
生
苦
」
に
つ
い
て
の
文
を
、
も
う

一
度
出

し
て

『
大
宝
積
経
』
の
文
と
対
照
し
て
み
よ
う
。
そ
れ
は
明
ら
か
に

「
仏
為
阿
難
説

処
胎
会
」
と

「
仏
説
入
胎
蔵
会
」
の

「
生
苦
」
に
つ
い
て
の
、
し
か
も
出
胎
後
の
苦

を
述
べ
て
い
る
個
所
に
よ
っ
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。

「
二
に
苦
と
は
、
こ
の
身
は
、
初
め
て
生
れ
し
時
よ
り
常
に
苦
悩
を
受
く
。
宝

積
経
に
説
く
が
如
し
。
も
し
は
男
、
も
し
は
女
、
た
ま
た
ま
生
れ
て
地
に
堕
つ

る
に
、或
は
手
を
以
て
捧
げ
、或
は
衣
を
も
て
承
け
接
る
も
、
或
は
冬
夏
の
時
、

冷
熱
の
風
触
る
れ
ば
大
苦
悩
を
受
く
る
こ
と
、
牛
を
生
剥
ぎ
て
、
壊
壁
に
触
れ

し
む
る
が
如
し
。
と
。

(取
意
)
」

『
大
宝
積
経
』
で
は
、

「
仏
為
阿
難
説
処
胎
会
」
の
文
の
方
が
、
源
信
の
引
い
て

い
る
文
に
表
現
が
近
い
の
で
、
次
に
そ
れ
を
取
り
出
し
て
み
よ
う
。

「
初
め
て
胎
を
出
づ
る
時
、
若
し
は
男
、
若
し
は
女
、
適
た
ま
生
ま
れ
て
地
に

堕
つ
る
に
、
或
い
は
手
を
以
て
捧
げ
、
或
い
は
衣
を
も
て
承
け
接
る
も
、
或
い

は
床
席
に
在
き
、
或
い
は
屋
中
、
或
い
は
復
た
地
上
、
或
い
は
迫
露
の
処
に
在

き
、
或
い
は
日
中
に
を
き
、
或
い
は
冬
夏
の
時
、
冷
熱
の
風
此
の
身
に
触
る
れ

ば
、
初
め
て
生
ま
れ
て
大
苦
悩
を
受
く
る
こ
と
、
牛
を
生
剥
ぎ
て
、
澗
壁
に
触

れ
し
む
る
が
如
し
。」



五

(9

)

　

『
大
正
蔵
』
十

一
巻
、
三
二
八
頁
、
中
段
。

(
10

)

　

『
大
正
蔵
』
二
十
九
巻
、
四
六
頁
、
下
段
、
P
o
　

P
r
a
d
h
a
n
o

　

e
d
o

　

y1M
2fj
tz6z　

M
R
z4
d
a
M
z4
y
4

　

p
o

　

1
2
1

　

Z
E

　

2
4
　

2
1

　

9
の
チ
ベ
ッ
ト
訳
の
和
訳
は
、

『
倶

舎
論
の
原
典
解
明

　

世
間
品
』

　

一
二
八
頁
参
照
。

(
11

)

　

『大
正
蔵
』
十

一
巻
、
三
三
〇
頁
、
中
段
。

(12

)

　

『大
正
蔵
』
十

一
巻
、
三
三
〇
頁
、
中
-
下
段
。

(
13
)

　

『大
正
蔵
』
十

一
巻
、
三
三
三
頁
、
上
段
。

(14
)

　

源
信

『
往
生
要
集
』
巻
上

(
「
日
本
思
想
大
系
」
6
、
三
八
頁
)
。

(
15
)

　

『
大
正
蔵
』
十

一
巻
、
三
二
五
頁
、
上
段
。

更
に
、
ま
た
、

「
仏
、
難
陀
に
告
ぐ
ら
く
、
誰
れ
か
生
死
に
於
て
、
母
胎
に
入

っ
て
、
極
め
た

る
辛
苦
を
受
く
る
こ
と
を
楽
は
ぺ
琵
。
」

こ
の
よ
う
な
文
に
お
い
て
知
ら
れ
て
く
る
こ
と
は
、
生
死
無
辺
な
る
苦
海
に
生
ま

れ
て
く
る
こ
と
を
繰
り
返
す
な
ら
ば
、
こ
の
よ
う
な

「
生
苦
」
を
何
度
も
受
け
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
そ
の
こ
と
を
よ
く
知

っ
た
な
ら
ば
、

「
生
苦
」
を
受
け
る
よ

う
な
、
胎
の
中
に
生
ま
れ
て
く
る
こ
と
を
尉
う
べ
き
で
な
い
と
い
う
こ
と
が
教
え
ら

れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

「
爾
の
時
、
世
尊
は
、
復
た
難
陀
に
告
ぐ
ら
く
、
汝
今
既
に
胎
苦

・
生
苦
を
知

れ
ば
、
応
に
心
べ
て
胎
生
を
受
く
る
者
は
、
是
れ
極
め
て
苦
悩
す
る
こ
と
を
識

る
べ
し
、

と
。
」

と
も
あ
る
。

し
か
し
、
次
の
よ
う
に
も
説
か
れ
て
い
る
。

「
難
陀
、此
の
諸
の
有
情
、生
ま
れ
て
人
中
に
在
る
や
、
是
く
の
如
き
無
量
の
苦

悩
あ
り
と
雖
も
、
然
れ
ど
も
是
れ
勝
処
な
り
。
無
量
百
千
倶
祗
劫
の
中
に
於
て

も
、
人
身
は
得
難
け
れ
ば
な
り
。
…
…
人
趣
は
得
難
く
、
難
処
を
遠
離
す
る
こ

と
は
、
更
に
復
た
是
れ
難
き
な
り
。」

「
生
苦
」
を
経
て
こ
の
世
に
生
ま
れ
出
て
、
無
量
の
苦
悩
は
あ

っ
て
も
、
人
間
界

は
5　
れ
た
処
で
あ
り
、
人
身
は
得
難
い
と
。
人
間
な
れ
ば
こ
そ
、
こ
の
よ
う
な
苦
を

知
り
、
苦
を
縁
と
し
て
、
生
死
出
離
の
法
を
聞
き
、
行
ず
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う

の
で
あ
る
。

三

一

『
大
宝
積
経
』

・
「
仏
為
阿
難
説
処
胎
会
」
と

「
仏
説
入
胎
蔵
会
」
で
は
、
以
上

の
よ
う
な
胎
内
苦
、
出
胎
苦
、
出
胎
後
の
苦
な
ど
を
含
む

「
生
苦
」
を
説
き
つ
つ
、

次
に
取
り
上
げ
る
よ
う
な
文
が
散
見
す
る
。

「
難
陀
、
当
に
知
る
べ
し
、
母
胎
の
中
に
処
っ
て
、
是
く
の
如
き
等
の
種
種
な

る
諸
苦
あ
り
て
、其
の
身
を
逼
迫
す
る
こ
と
は
、具
さ
に
説
く
べ
か
ら
ざ
る
こ
と

を
。
人
趣
の
中
に
於
て
す
ら
此
く
の
如
き
苦
を
受
く
。
何
に
況
ん
や
、
悪
趣

・

地
獄
の
中
の
苦
は
比
喩
し
難
か
ら
ん
。
是
の
故
に
、
難
陀
、
誰
れ
か
智
あ
る
者

ま
た
、「

難
陀
、
第
三
十
六
の
七
日
、
共
の
子
は
母
の
腹
中
に
住
す
る

こ
と
を
楽
は

(
2
)

ず
。
」

[
生
苦
]
を
め
ぐ

っ
て

やT に
し
て
、
生
死
無
辺
な
る
苦
海
に
居
て
、
斯
の
厄
難
を
受
く
る
こ
と
を
楽
わ
ん

)。
」



同
朋
学
園
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
九
号

入
母
胎
経
類
に
お
い
て
、

「
生
苦
」
が
説
か
れ
る
の
は
、
ま
さ
に
、
こ
の
世
に
執

着
し
、
わ
が
身
に
固
執
し
て
生
き
て
い
る
衆
生
に
、
生
死
出
離
の

一
道
を
求
め
よ
と

い
う
仏
陀
の
教
誠
と
勧
化
な
の
で
あ
る
。

こ
こ
を
、
原
博
士
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
人
間
は
何
回
も
何
回
も
生
ま
れ
て
き
て
は
輪
廻
す
る
わ
け
で
す
が
、
そ
の
た

び
ご
と
に
胎
児
は
お
腹
の
な
か
で
、
今
度
母
胎
よ
り
出
て
人
と
生
ま
れ
た
と
き

は
心
を
入
れ
替
え
て
、
二
度
と
こ
の
よ
う
に
胎
内
に
入

っ
て
こ
な
い
よ
う
に
努

力
し
よ
う
と
か
、
サ
ー
ン
キ
ヤ
哲
学
や
ヴ

ェ
ー
ダ
ー
ン
タ
哲
学
を
勉
強
し
よ
う

と
か
、
梵
我

一
如
の
境
地
に
達
し
よ
う
と
か
、
お
腹
の
な
か
で
考
え
て
い
る
と

い
う
の
で
す
。
そ
し
て
月
み
ち
て
、
い
よ
い
よ
出
産
と
い
う
わ
け
で
す
が
、
そ

の
と
き
に
お
腹
の
な
か
に
風
が
吹
い
て
き
て
、
倒
懸
、
す
な
わ
ち
頭
を
下
に
し

た
逆
さ
ま
の
位
置
に
さ
せ
ら
れ
、
出
胎
の
風
が
吹
い
て
来
て
母
体

(母
胎
か
1

筆
者
)
か
ら
外

へ
出
さ
れ
る
と
い
う
の
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
産
道
が
自
分
の
体

の
サ
イ
ズ
よ
り
も
た
い
へ
ん
小
さ
い
の
で
、
出
胎
時
に
狭
い
通
路
で
い
た
く
締

め
っ
け
ら
れ
る
。
苦
し
く
て
た
ま
ら
な
い
。
そ
の
苦
し
さ
の
あ
ま
り
、
お
腹
の

な
か
で
考
え
て
い
た
こ
と
を
、
全
部
き
れ
い
さ
っ
ぱ
り
忘
れ
て
し
ま
う
と
い
う

わ
け
で
す
。

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
で
バ
ー
ーフ
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
が
、
子
供
と
い
う

意
味
と
バ
カ
と
い
う
意
味
が
あ
る
。
つ
ま
り
、産
道
を
通
過
し
た
結
果
、
バ
ー
ラ
、

子
供
と
同
時
に
バ
カ
に
な

っ
て
し
ま

っ
た
と
い
う
わ
け
で
す
。
バ
ー
ーフ
の
意
味

が
、そ
う
い
う
こ
と
で
あ

っ
た
と
い
う
こ
と
を
、私
は
そ
の
と
き
知
り
ま
し
た
。

=
三

お
腹
に
い
る
と
き
に
は
、
ま
た

「
胎
内
苦
」
と
い
っ
て
、
汚
く
狭
い
場
所
に

閉
じ
こ
め
ら
れ
る

「
苦
」
を
感
じ
て
い
ま
す
か
ら
、
も
う
二
度
と
こ
ん
な
と
こ

ろ
に
生
ま
れ
る
の
は
こ
り
ご
り
だ
と
感
じ
、
出
胎
の
あ
か
つ
き
に
は
も
う
輪
廻

を
く
り
か
え
さ
な
い
よ
う
に
今
度
こ
そ
は
努
力
し
よ
う
、
し
た
が
っ
て
今
回
を

最
後
と
し
て
解
脱
し
よ
う
と
心
に
決
め
る
わ
け
で
す
。
そ
の
意
味
で
は
胎
内
の

胎
児
の
決
心
は
な
か
な
か
殊
勝
な
も
の
で
す
が
、
そ
れ
が
産
道
通
過
の
苦
に
よ

っ
て
す

っ
か
り
忘
れ
ら
れ
て
し
ま
う
の
で
す
か
ら
、
ま
た
元
の
木
阿
弥
に
な

っ

て
、
再
び
、
何
度
も
何
度
も
輪
廻
す
る
の
だ
と
い
う
の
で
す
。
胎
内
苦
、
出
胎

苦
、
要
す
る
に
母
胎
に
宿

っ
て
か
ら

誕
生
ま
で

一
巡
の
苦
が
あ
る
わ
け
で
す

が
、
そ
れ
を
も

っ
と
も
象
徴
的
に
い
っ
て
い
る
の
が
生
苦
で
、
実
際
、
産
道
通

過
の
痛
み
が
あ

っ
て
、
こ
の
激
痛
が
無
知
を
よ
び
お
こ
し
、
輪
廻
を
も
た
ら
す

こ
と
に
な
る
わ
け
で
す
。
」

原
博
士
の
、以
上
の
説
明
は
、
ヒ
ン
ズ
ー
教
の
文
献
に
も
と
づ
い
て
な
さ
れ
て
い
る

の
で
、
胎
児
は
胎
内
苦
に
せ
め
ら
れ
て
、
今
度
出
胎
し
た
ら
、
心
を
入
れ
替
え
て
、

二
度
と
こ
の
よ
う
に
胎
内
に
入

っ
て
こ
な
い
よ
う
に
努
力
し
よ
う
と
か
、
サ
ー
ン
キ

ヤ
哲
学
や
ヴ

ェ
ー
ダ
ー
ン
ク
哲
学
を
勉
強
し
よ
う
と
か
、
梵
我

一
如
の
境
地
に
達
し

よ
う
と
か
、
お
腹
の
な
か
で
考
え
て
い
る
と
い
う
言
い
方
に
な
る
の
で
あ
る
が
、
こ

れ
は
、
当
然
、
仏
教
の
立
場
で
表
現
す
れ
ば
、
今
度
人
間
と
し
て
出
胎
し
た
ら
、
仏

教
の
教
え
を
聞
き
、
修
行
し
て
解
脱
し
よ
う
と
か
、
南
無
阿
弥
陀
仏
の
い
わ
れ
を
聞

信
し
、
信
心
獲
得
し
て
、
浄
土
に
生
ま
れ
仏
陀
と
な
ろ
う
、そ
し
て
ま
だ
生
死
の
苦
海

に
沈
没
し
て
い
る
衆
生
た
ち
を
救
う
者
と
な
ろ
う
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。



い
ず
れ
に
し
て
も
、
胎
内
苦
に
せ
め
ら
れ
て
、
既
に
胎
内
に
お
い
て
、
人
間
は
解

脱
す
る
こ
と
を
自
ら

一
度
は
決
意
す
る
と
い
う
こ
と
、
そ
れ
が
出
胎
苦
に
よ
っ
て
す

っ
か
り
忘
却
し
て
、
無
知
者
と
な

っ
て
こ
の
世
に
出
て
く
る
と
い
う
こ
と
、
こ
の
教

示
こ
そ
、

「
生
苦
」
と
い
う
こ
と
を
ヒ
ン
ズ
ー
教
や
仏
教
が
取
り
上
げ
て
い
る
理
由

で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

さ
て
、
無
知
者
と
な

っ
て
こ
の
世
に
出
て
く
る
人
間
に
、
以
上
の
こ
と
を
想
起
さ

せ
る
方
法
も
、
イ
ン
ド
で
は
、
い
ろ
い
ろ
行
わ
れ
て
き
た
。

原
博
士
に
よ
る
と
、
そ
れ
が
苦
行
で
あ

っ
た
り
、
太
陽
の
百
八
名
を
唱
え
る
行
で

あ
っ
た
り
、
禅
定
で
あ
っ
た
り

回
ヨ
防
Q
a

を
現
前
せ
し
め
る
行
法
で
あ
っ
た
り

(
7
)

す
る
の
で
あ
る
。

真
宗
に
お
い
て
は
、
聞
法
が
特
に
す
す
め
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
、

「
生
苦
」

と
い
う
仏
語
が
、

以
上
の
よ
う
な

意
味
を
持

っ
て

い
る
こ
と
を

聞
く
こ
と
に
よ
っ

て
、
宿
善
あ
っ
て
、
今
、
名
号
の
い
わ
れ
を
聞
い
て
、
信
心
獲
得
し
て
浄
土
に
生
ま

れ
る
こ
と
の
で
き
る
人
間
に
な
る
こ
と
こ
そ
、
人
間
に
生
ま
れ
た
本
当
の
目
的
で
あ

る
こ
と
を
知
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

(6
)

　

三
枝
充
悳

・
原
実

(対
談
)

　

「
イ
ン
ド
思
想
と
仏
教
」

　

(
『仏
教
の
思
想
』
六
I
七

頁
)
。

(7

)

　

原
実

「
生
苦
」
六
八
三
頁
、
注

(56
)
。
お
よ
び

64Xg
j
gzs

　

d
ji
g
t　
m
4

　

j
g
g
y
a

(
1
　

qS4
M
Zy
M
平
川
彰
博
士
還
暦
記
念
論
集
『仏
教
に
お
け
る
法
の
研
究
』
所
収
、

昭
和
五
〇
年
十
月
、
春
秋
社
、
五
二
四
頁
、
五
四
二
頁
の
注

(56
)
)

お
わ
り
に

註

T
)

　

『
大
正
蔵
』
十

一
巻
、
三
三
〇
頁
、
下
段
。

(2

)

　

同
右
。

(
3
)

　

同
右
、
三
三

一
頁
、
下
段
。

(4

)

　

同
右
、
三
三

一
頁
、
上
段
。

(5

)

　

同
右
、
三
三
三
頁
、
中
段
。

「
生
著
」
を
め
ぐ
っ
て

原
実
博
士
や
河
合
隼
雄
博
士
の
論
文
に
導
か
れ
て
、

「
生
苦
」
を
め
ぐ
る
諸
問
題

を
取
り
上
げ
て
み
た
が
、
そ
れ
は
日
常
の
意
識
や
近
代
の
合
理
主
義
的
考
え
で
は
受

け
入
れ
ら
れ
な
い
よ
う
な
内
容
を
含
ん
で
い
る
。

し
た
が
っ
て
、既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
「
生
苦
」
を

「
生
ま
れ
て
く
る
苦
し
み
」
と

は
了
解
で
き
ず
、

「
生
き
て
い
る
苦
し
み
」
あ
る
い
は

「
生
存
の
苦
」
と
い
う
解
釈

も

一
部
で
行
わ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
従
来
の
近
代
合
理
主
義
に
も
と
づ
く
科
学
的
思
考
に
反
省
や
批
判
の

眼
が
近
年
に
至

っ
て
向
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
ト
ラ
ン
ス
パ
ー
ソ
ナ
ル
心
理
学
、

あ
る
い
は
ニ
ュ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
が
唱
導
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
き
た
。

そ
の
リ
ー
ダ
ー
格
の

一
人
が
、
ス
ク
ニ
ス
ラ
フ
ー
グ
ロ
フ
博
士
で
あ
り
、
三
〇
数

年
に
わ
た
る
研
究
の
結
果
、
人
間
の
無
意
識
領
域
を
明
ら
か
に
し
つ
つ
あ
り
、
出
産

時
に
お
け
る
死
ぬ
ほ
ど
の
苦
し
み
の
問
題
も
人
々
に
広
く
知
ら
れ
る
に
至

っ
た
。

こ
の
よ
う
な
現
況
の
な
か
で
考
え
て
み
る
に
、
本
稿
で
取
り
上
げ
た

「
生
苦
」
は

イ
ン
ド
に
お
い
て
は
、
ヨ
ー
ガ
な
ど
の
行
に
よ
っ
て
無
意
識
あ
る
い
は
超
意
識
の
な

三

三



三
四

同
朋
学
園
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
九
号

か
で
再
体
験
さ
れ
る
と
い
う
事
実
に
も
と
づ
い
て
説
か
れ
て
い
る
の
で
あ

っ
て
、
そ

れ
に
宗
教
的
意
味
づ
け
を
し
て
教
え
て
い
る
も
の
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
仏
教
に
つ
い
て
も
常
識
や
合
理
主
義
で
解
釈
し
た
り
、
あ
る

い
は
い
わ
ゆ
る
科
学
的
、
合
理
的
思
考
に
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
思
想
は
排
除
ま
た
は

無
視
す
る
と
い
う
よ
う
な
煩
向
が
認
め
ら
れ
る
が
、
反
省
す
べ
き
時
に
至

っ
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

な
お
、
イ
ン
ド
の
仏
教
で
は
、

「
生
苦
」
に
よ
る
記
憶
の
忘
失
と
い
う
こ
と
が
、

「
臨
終
の
正
念
」
の
問
題
と
関
連
し
て
説
か
れ
て
い
る
こ
と
、
最
近
の
臨
死
体
験
の

報
告
が

「
中
有
」
の
問
題
と
関

っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
こ
と
な
ど
、
死
の
教
育

や
死
の
看
と
り
と
い
う
今
日
的
課
題
を
ふ
ま
え
て
論
ず
べ
き
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
に

つ
い
て
は
、
後
日
果
し
た
い
と
思
う
。


